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１．議事日程（第２日目） 

  （予算決算常任委員会） 

                             平成２８年 ６月１４日 

                             午前 ９時００分 開会 

                             於  第１委員会室 

 １、開 会 

 ２、議 題 

  （１）議案第55号 平成28年度安芸高田市一般会計補正予算（第1号） 

  （２）議案第56号 平成28年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 

  （３）議案第57号 平成28年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正 

           予算（第1号） 

  （４）議案第58号 平成28年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 

  （５）議案第59号 平成28年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第1号） 

 ３、閉会中の継続審査について 

 ４、閉 会 

 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（１６名） 

   委員長   金 行 哲 昭      副委員長  秋 田 雅 朝 

   委員    玉 重 輝 吉      委員    玉 井 直 子 

   委員    久 保 慶 子      委員    下 岡 多美枝 

   委員    前 重 昌 敬      委員    石 飛 慶 久 

   委員    児 玉 史 則      委員    水 戸 眞 悟 

   委員    先 川 和 幸      委員    熊 高 昌 三 

   委員    宍 戸 邦 夫      委員    塚 本   近 

   委員    藤 井 昌 之      委員    青 原 敏 治 

 

 

 

３．欠席委員は次のとおりである。（１名） 

   委員    大 下 正 幸 

 

 

 

４．委員外議員（なし） 

 

 

 

５．安芸高田市議会委員会条例第２１条の規定により出席した者の職氏名（３５名） 

  市 長  浜 田 一 義  副 市 長  竹 本 峰 昭 
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  企 画 振 興 部 長  西 岡 保 典  産 業 振 興 部 長  清 水   勝 

  産業振興部特命担当部長  山 平   修  建設部長兼公営企業部長  伊 藤 良 治 

  建 設 部 次 長  百合野 博 司  財 政 課 長  河 本 圭 司 

  地 域 営 農 課 長  中 村 慎 吾  農 林 水 産 課 長  五 島 博 憲 

  商 工 観 光 課 長  兼 村   恵  管 理 課 長  小 野 直 樹 

  住 宅 政 策 課 長  行 森 俊 荘  建 設 課 長  蔵 城 大 介 

  上 下 水 道 課 長  平 野 良 生  上下水道課特命担当課長  高 藤   誠 

  農業委員会事務局長  沢 田 純 子  地域営農課主幹  谷 川 博 澄 

  管理課工事検査員  河 野   恵  上下水道課課長補佐  聖 川   学 

  地域営農課営農支援係長  三 戸 法 生  地域営農課農地利用係長  稲 田 圭 介 

  農林水産課農林土木係長  逸 見 寿 教  農林水産課林業水産係長  土 井 文 哉 

  商工観光課観光振興係長  松 田 祐 生  商工観光課企業誘致・商工振興係長  黒 田 貢 一 

  管理課建設管理係長  安 田 勝 明  管理課入札・検査係長  鈴 川 昌 樹 

  住宅政策課住宅係長  小 櫻 静 樹  建設課工務係長  中 迫 大 介 

  上下水道課経営企画係長  廣 田 聖 二  上下水道課管理係長  奥 本 春 義 

  上下水道課建設係長  玉 井 郁 生  農業委員会事務局農地係長  森 田   修 

  財政課財政係専門員  高 橋 秀 尚 

 

 

 

６．職務のため出席した事務局の職氏名（３名） 

  事 務 局 長  外 輪 勇 三  事 務 局 次 長  森 岡 雅 昭 

  専 門 員  宗 近 弘 美 
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   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前 ９時００分 開会 

○金行委員長  おはようございます。 

 定刻となりました。 

 ただいまの出席委員は16名でございます。 

 定足数に達しておりますので、これより第10回予算決算常任委員会を

開会いたします。 

 本日の審査日程は、お手元に配付したとおりです。 

 直ちに、本日の審査に入ります。 

 議案第55号「平成28年度安芸高田市一般会計補正予算（第1号）」の

件を議題といたします。 

 これより、産業振興部・農業委員会事務局の審査を行います。 

 初めに、補正予算の概要について説明を求めます。 

 清水産業振興部長。 

○清水産業振興部長  おはようございます。 

 それでは、産業振興部の平成28年度一般会計補正予算の予算概要につ

いて説明を申し上げます。 

 安芸高田市の地域を支えている農林水産業の振興は、農業後継者や新

規就農者を確保することで、人口減少対策となると認識をいたしており

ます。農林水産業振興対策全般が人口減少対策につながるものとして、

引き続き担い手への農地集積を推進しつつ、兼業の小規模農家へのきめ

細かい支援により、人口の流出抑止に取り組んでまいります。 

 その主たる事業の内容について、安芸高田市予算資料で説明申し上げ

ます。 

 予算資料の7ページをお願いいたします。 

 7ページの上段でございます。総合計画に掲げる目指す都市像の3、地

域資源を活かしたまちづくりへの挑戦として、№17地域の魅力づくりの

推進事業の上から3番目、地場野菜の活用拡大事業に1,500万円計上いた

しております。アグリフーズの冷凍庫整備に補助することで、市内の学

校給食の地場産野菜の拡大と新たな特産品として取り組んでいる調理用

トマトの市場への供給拡大につなげたいと考えております。 

 次に、8ページをお願いいたします。 

 8ページの№22有害鳥獣対策事業の5番目、ジビエ特産化事業に5,143

万2,000円を計上いたしております。有害鳥獣対策の3本の柱の一つであ

るジビエの活用については、食肉加工施設を整備し、食用やペットフー

ドとして販売することで、新たな特産品としての活用、捕獲活動の意欲

の増大につながっており、一定の成果となっております。 

 一方で課題も見えてきており、事業として成り立つための付加価値の

高い加工品の開発や、食品衛生、安定供給のための運搬方法等について、

新たな事業に取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、№23農業者の支援事業の3番目、農業従事者支援事業（循環型
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農業の推進）に2,450万円を計上いたしております。認定農業者担い手

の機械、施設整備の助成、野菜生産者のパイプハウスの助成、野菜生産

に必要な機械への助成、ＴＰＰ対策としての会議助成について、引き続

き取り組むことで、安芸高田市内での営農の継続を支援をしてまいりた

いと考えております。 

 なお、事業の推進につきましては、関係団体等との情報共有、連携を

一層強化し、地域を支えているさまざまな産業の支援を行ってまいりま

す。 

 引き続き、商工観光課関係は、特命担当部長から予算概要について、

説明を申し上げます。 

○金行委員長  山平産業振興部特命担当部長。 

○山平産業振興部特命担当部長  引き続き、商工観光関係の予算の概要について御説明を申し上げます。 

 商工観光関係予算の主要は、誘客促進、雇用の場の確保の観点から、

引き続き人口減少に歯どめをかける具体的な取り組みを推進するもので

ございます。 

 それでは、主たる事業の概要について御説明をいたします。 

 予算資料の3ページをごらんください。 

 総合計画に掲げる目指す都市像の3つの挑戦のうち、1番の人が集い育

つまちづくりへの挑戦の№1移住・定住の促進事業の一環といたしまし

て、中段にございます起業支援事業に230万円を計上し取り組みます。

これは、若者を中心とする働く場の確保に向け、市内の空き家、空き公

共施設、空き店舗等を活用し、創意工夫した企画に基づき、起業しよう

とする者や、また既存小規模事業者で新分野で起業しようとする者、こ

れらを支援することで、市内へのＩＵターンの促進や商店街のにぎわい

の創出につなげたいと考えるものでございます。 

 次に、7ページをごらんください。 

 3地域資源を活用したまちづくりへの挑戦、№18地域の魅力の発信事

業といたしまして、中段にございます、まち歩き観光推進事業に250万

円、また伝統芸能を生かした観光推進事業に2,474万6,000円を計上して

おります。 

 これらは、これまでの取り組みを継承するものでございますが、本市

の魅力を全国へ発信し、誘客を図るとともに、観光消費額を増加させよ

うとするものでございまして、一方では伝統芸能を継承する若者の士気

を高揚させることで、定住を促進するものでもあります。 

 次に、8ページをお願いいたします。 

 №24商工業者の支援の事業のうち、中ほどにございますサテライトオ

フィス誘致事業に350万円を計上しております。これは、市内に敷設し

た光ファイバーによる高速情報網の活用、空き家や空き公共施設、空き

店舗等の有効活用により、サテライトオフィス等新たに拠点整備をしよ

うとする事業者を支援することで、雇用の統一促進、定住促進につなげ

ようとするものでございます。 
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 そのほか、市内での就職を希望する高校生に対し、進路選択に関する

研修や、企業見学会の実施等、市内企業への就労活動を支援する市内高

校生キャリア育成事業、また地域経済の好循環に向け、光ファイバーを

活用した特産品の販路拡大を目指すネットショップの開設支援事業、こ

れらも引き続き実施してまいります。 

 なお、とりわけ安芸高田市の宝を磨き、広く発信する取り組み等につ

きましては、これまで同様安芸高田市ふるさと応援の会の活動や、地域

おこし協力隊員の活動と連携し、効率的、効果的な事業展開を図ること

といたしております。 

 以上で説明を終わります。 

○金行委員長  続いて、地域営農課に係る補正予算について、説明を求めます。 

 中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  それでは、地域営農課が所掌します平成28年度一般会計補正予算につ

いて、概要を説明いたします。 

 予算書の26、27ページをお開きください。 

 6款農林水産業費、1項農業費、3目農業振興費でございますが。説明

欄の農地対策に要する経費6,266万3,000円の内訳として、まず農地保全

対策事業費162万5,000円は、農地中間管理事業の臨時雇用賃金130万円

と、遊休農地を担い手が使い耕作するために必要な条件整備にかかわる

遊休農地再生支援事業補助金19万1,000円、集団でのレンゲ作付に対す

る遊休農地解消対策モデル事業補助金13万4,000円でございます。 

 次に、有害鳥獣対策事業費6,103万8,000円のうち、主なものは地域振

興事業団への食肉加工施設の施設管理委託料232万円と、先ほど部長の

ほうからも説明がございましたように、ジビエの活用研究、商品開発、

販売促進と、施設の衛生管理を高め、効率的な処理をするための施設改

修費などジビエ特産化委託料3,900万円、調査設計監理委託料43万2,000

円、工事請負費600万円、備品購入費600万円の計5,143万2,000円計上し

ております。財源といたしましては、5,100万円の地方創生加速化交付

金を見込み、現在国と協議を進めております。 

 負担金補助及び交付金728万6,000円のうち、主なものは、有害鳥獣防

護柵の設置に対して単市での有害鳥獣対策補助金620万円でございます。 

 次のページをお開きください。 

 営農体制の整備に要する経費2億5,768万4,000円の内訳でございます

が、担い手育成事業費としてまず国の補正分にかかるＴＰＰ対策といた

しまして、ハウス栽培施設や農業機械が対象の産地パワーアップ事業補

助金2億4,900万6,000円と経営体育成支援事業補助金1,250万円でござい

ます。この2つは全額国庫補助金でございます。 

 単独補助867万8,000円のうち主なものとしましては、農業後継者育成

支援事業補助金102万4,000円、これはＪＡ広島北部とともに造成した農

業後継者育成支援基金を活用して農業技術大学校などで農業技術を習得

するための経費支援でございます。平成28年度、今年度におきましては
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1年生の2名分でございます。また、担い手機械等整備支援事業補助金

750万円は、担い手育成のための認定農業者など、担い手の機械・施設

整備に係る補助金でございます。 

 次に、地産地消の推進に要する経費3,601万1,000円でございますが、

まず地産地消推進事業費の減額分は、地域おこし協力隊が1名分応募が

なかったための減額でございます。 

 19節負担金補助及び交付金のうち、農産物の6次産業化、ブランド化

の推進につきましても、ＪＡ広島北部と連携し、継続して取り組むため

の予算を計上しております。さらに、先ほど部長からも説明がありまし

たとおり、地場野菜等の学校給食への活用拡大と調理用トマトなど、市

場への流通拡大のため、アグリフーズの整備する冷凍庫整備に対して、

1,500万円の約半額補助ということで、補助金を計上しております。 

 次に、生産条件整備事業費でございますが、ＪＡ広島北部への堆肥販

売、袋詰めに対する負担金として、堆肥利用調整手数料負担金138万円。

野菜生産振興のために、パイプハウスと野菜用機械に対し、野菜生産振

興対策補助金として401万9,000円。土づくりの基本である堆肥の利用を

促進する循環型農業推進事業費補助金1,298万1,000円でございます。こ

の堆肥の補助につきましては、ＪＡからの負担金の収入を見込んでおり

ます。半々の負担ということを見込んでおりますけれども、現在ＪＡ内

でその率について、金額につきましても協議を行ってもらっておる状況

でございます。 

 農業振興施設管理運営費は、農業関係施設の汚泥抜き取りのための手

数料42万6,000円。向原尾原ふれあい農園の整地工事、排水対策工事で

ございますが50万円。次のページ、食肉加工施設の包丁滅菌機、高圧洗

浄機の備品購入費12万円でございます。 

 次に、畜産振興に要する経費393万7,000円でございますが、畜産振興

事業費は和牛、乳牛にかかわります各種支援事業のこと、また団体の補

助金でございます。畜産振興施設管理運営費は、美土里堆肥センターで

の堆肥袋詰め分を先ほど申しましたＪＡ広島北部への堆肥利用調整手数

料負担金、これに組みかえたための指定管理料30万円の減額でございま

す。 

 以上、地域営農課関連の予算概要についての説明を終わります。 

○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

 水戸委員。 

○水 戸 委 員  地方創生の加速化交付金5,100万円に基づくジビエの特産化の事業に

取り組むということです。そこのところ、27ページのジビエ特産化委託

料、あるいは調査設計委託、あるいは工事請負費、備品購入、ここのと

ころ、もう少しつまびらかに説明をお願いいたします。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 
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○中村地域営農課長  まず、委託料の部分でございますけれども、捕獲段階でのいわゆるマ

ニュアルづくりとして1,000万円。処理加工段階でのマニュアルづくり

で800万円。供給段階で800万円。消費段階で1,000万円。これで委託料

が3,900万円。 

 それから、調査設計委託料は、次の施設改修工事の委託料でございま

すが、43万2,000円。それから、施設改修費に600万円、捕獲段階での保

冷車あるいは解体車、リフトなどで600万円。合計5,543万2,000円を現

在のところ、この金額を概算として国と協議しておるところでございま

す。 

○金行委員長  水戸委員。 

○水 戸 委 員  これ、冒頭で部長のほうからも一部課題も整理する必要があるという

ふうにつけ加えられましたけれども、これ全体の事業のイニシアチブは、

どなたが取っておられますか。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  安芸高田市でございます。 

 もちろん、連携先といたしましては、現在地域振興事業団もございま

すし、一番、捕獲団体、そういったところでの猟友会、捕獲班、実施隊、

等々そういったところでございますが、事業実施主体は安芸高田市とい

うふうに認識しております。 

○金行委員長  水戸委員。 

○水 戸 委 員  先ほど来、ちょっとお伺いしますと、捕獲段階でのマニュアル、ある

いは処理段階でのマニュアル、それぞれ800万ということなんですけれ

ども、これ当たりの委託料の算定基準というのは、どっからどういうふ

うにお取りになって、この積算をされたのかということについて、伺い

ます。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  現在、県内のそうした大学の先生、あるいはそのところから一部情報

としていただいておりますコンサル会社といったところから、概要を他

の例も参考にしていただいておるところでございます。そういった中で

この金額で現在国と協議しておりますが、地方創生加速化交付金、いわ

ゆるソフト分が半額以上、ハード分は半額以内という縛りがございます。

そういった中で、この金額について現在協議をしておりますが、ハード

分のところについて、ソフト分を減額しながら調整していくという方法

も現在のところ考えられて協議をしておるところでございます。 

○金行委員長  水戸委員。 

○水 戸 委 員  今国の交付金があるということに基づく、あるいはそれぞれマニュア

ルづくりも必要だということで、かなりの予算がこのジビエの部分に傾

注されとるということは、認識しておりますし、そういうことで地場の

産業としてジビエ産業が発展していくということについては、何の異論

もないわけですが。いわゆる農業で言えば生産者、つまりここへ供給す

る捕獲隊、あるいは猟友会、そこらとの意見調整がこの中に十分含まれ
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てこの事業が組み立てられているのかどうかというのに少し疑問なんで

すよ。 

 つまり、頭だけが走って行ってこれでやりましょうねという後づけの

説明でなくて、もう少し猟友会あるいは捕獲隊あるいはその実施隊も含

めて、そういったところでの本当の要望事項があってね。それを踏まえ

た上でジビエ産業を発展させていこうというふうに少し見えない部分が

あるので、その辺がどうなんかなというふうに思いますが、その辺はど

のようにお考え、ないしは受けとめておられましょうか。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  おっしゃるとおり、捕獲班、実施隊、猟友会の皆さんの献身的なボラ

ンティア的な活動のもとで、この有害鳥獣の駆除、それからこの活用に

係るジビエでの活用というのは成り立っておるところでございます。今

そういった御指摘のあった部分、真摯に受けとめさせていただきまして、

いま一度見直しながら組み立てを進めさせていただきたいと思います。 

○金行委員長  水戸委員。 

○水 戸 委 員  それでは重ねてお伺いしますが、平成27年度の当処理施設におけるイ

ノシシとシカの処理頭数、あるいはそれを販売した販売金額等々の事業

実績についてお伺いします。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  平成27年度のこの食肉処理施設での取り扱い分でございますが、合計

で264頭でございます。平成26年度が101頭でございますから、約1.5倍

ふえとるところでございます。 

 また、ジビエの販売状況でございますが、平成27年度食肉用のシカ、

イノシシ、ペット用のシカ肉、そういったところを合わせまして合計で

5,366キロで金額が451万648円の販売というところでございます。 

○金行委員長  水戸委員。 

○水 戸 委 員  趣旨については、十分我々も理解するし、これどこの町村もどこの地

域も今、日本列島各地でジビエジビエということで言われてるんですよ。

その中ででも安芸高田市が勝ち残っていかにゃいけんという方針を持っ

とかにゃいけんということになります。そうすると、今の場合ですと当

然年間の事業計画あたりもあるでしょうけども、採算はペイしてないで

しょ。人件費もかかるし、ましてやこれだけの経費をつぎ込んだマニュ

アルづくりも大学の先生でわかるんですか、それもわからんでしょ、ま

だ。 

 そういったようなことでね、余りにもはやりに乗せられた事業計画、

うちもジビエ、シカ何ぼでもおるいうような発想で、単に取り組まずに、

もうちょっと実態を見きわめて、もちろん国が定める頭羽数の調整あた

りもあって、幾らかの捕獲はせにゃいけんということは十分わかります

が。 

 それがすべて安芸高田市の極端に言うたらデスクワークで、猟友会、

あるいはその農家の人が回されるということになってもいけんのんで、
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そこらは十分市民あるいは関係団体と調整取りながら、そこからの意見、

そこからの希望、そういったものを十分吸い上げて、その中でマニュア

ルづくりあたりもやっていかないと。単にマニュアルのほうだけできて、

そのマニュアルはこうですよということで、市民あるいは関係団体にか

ぶしていったんじゃいけんのじゃないかというふうに思ってますので。

その辺を十分注意していただきたいと思いますし、それはそのようにや

るということでしたが。 

 当然264頭なんてのは、2,000何頭とってるわけですからね。うち260

しか入ってないっていうことでしょ。それじゃあ2,000頭全部持って来

たらどうなるんかっていうような議論もせにゃいけんし。か言うて、今

の事業団の実態の中では、具体的に言うと、肉を壊さんように撃って持

って来てください、血抜きの悪いのはだめですよ、こういうことは言わ

れとるわけですよ。そうすると、その辺あるいは全部連絡して持って行

くんですが、それがドッグフードになるのか、全部が全部利用できるも

んとできんもんとあると言われながら、皮は皮で、あるいは内臓も内蔵

で、これもドッグフードいくのかどうかわかりませんけども、肉は肉。

そういったことになるんじゃけども、それの一つの見きわめになるよう

なものがないわけで、それ当然マニュアルつくらにゃいけんのんですが。

そういった課題も随分と出てきています。 

 したがって、私の言いたいことは、とにもかくにも生産者、つまりね、

一番捕獲してる人たちの気持ちを十分に取り入れた計画を立てていかん

と、計画倒れになりますよということを言ってるわけですね。ですから、

その辺は十分やっていただきたいと思いますが。 

 1点最後に、この件について、冒頭産業振興部長が課題を抱えとるい

うふうにくしくもおっしゃったので、その課題っていうのはどういうこ

とがあって、それに対してはどのような取り組みをされとるかっていう

ことをちょっと整理してください。 

○金行委員長  清水産業振興部長。 

○清水産業振興部長  先ほど来、いろいろ御指摘をいただいておることに対しましては、私

としてもこの事業については十分関係団体と密接な連携のもとに行って

いくというのは、間違いなくやっていきたいというふうに思っておりま

す。 

 冒頭申しました課題につきましては、特に衛生管理基準、これは国の

厚労省のほうで全国版をつくっていただいておりますが、広島県には広

島県独自の管理基準というのはございません。現在、1時間以内に捕獲

した個体を解体処理場のほうに持っていくという大まかな基準で運用い

たしておりますが、捕獲する場所が山の上だったり、あるいは安芸高田

市内の処理場から遠いところだったりしたときには、到底1時間で個体

を持っていくということになってない状況がございます。それについて

は、衛生管理基準ではできるだけ放血、内臓の処理は処理場でというこ

とになっておりますが、今やむなく現場のほうで内臓を除去して、持ち
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込んでももらってるという案件もあるように聞いております。そこらの

ことも含めて大きな課題というふうにとらえておりまして、そういうと

ころの課題について保冷車を装備することによって、そういった運搬の

利便性、時間のロスの部分を何とか保冷車の配車によってクリアできな

いかということも現在この事業の中で取り組んではどうかということを

考えておるところでございます。 

 そういった安定供給ということも含めて、先ほど来ありますように、

農家の方々あるいは猟友会、駆除班、実施隊等の皆さんも含めて、なか

なか先ほど来ありますように、撃ちどころが悪かったらなかなか食肉に

はなりづらいということもありますので、できるだけ事業として成り立

つような方向性を見出していくために、今回この事業に取り組みながら、

そういった加工の施設の改修であったり、保冷車の購入であったり、さ

まざまな面でのマニュアル化についてですね、専門家の意見を聞きなが

ら進めていくことによって、衛生基準もクリアした施設になるよう努力

をする必要が行政とすればあるだろうという認識のもとに進めてまいり

たいと考えております。 

 以上です。 

○金行委員長  水戸委員。 

○水 戸 委 員  もう1点ほどお伺いします。 

 今ジビエのほうへ随分と予算計上もされてるし、捕獲のほうも随分と

予算計上も当初からされとるわけですが、本来、ここの処理施設という

のは、本来ですよ。当初は、いわゆる駆除班の便宜を図る。つまり捕獲

したものをそこで解体して、解体場として利用してなおかつそれの処理

について、という部分があったんですよね。ところが、それがジビエの

ほうにずーっと傾いていって、じゃあ残された3,000頭とるうちの264頭

しか入らん。あと残された2,500頭はどうするんかというところの観点

が、ここの有害鳥獣対策事業の中で、少し希薄になっとるんじゃないか

と。やむなく山へ重機を買うて埋めようる団体だってあるんですよ。で

も、それも近所からの苦情が出だした。そういうのもある。一々全部残

ったものをきれいセンターへ持っていくという手法もあるんです。これ

が全部が全部持っていけるかどうか。この問題もあります。 

 したがって、264頭はジビエ使ったんだけども、あと残りの部分につ

いては有害鳥獣対策事業という観点の中で、市が例えば集積所があって、

そこへ何頭きょう取ったんで、肉にならん分は市としてそれは処分して、

いわば処理センターへ持っていきましょうよと。例えばそういったよう

なシステムを考えられたほうが、今はジビエジビエのほうへ目がいって、

そっちのはやりのほうへ予算計上が傾注、つまり傾いておるんじゃない

かというような発想もありますので、その辺について最後一言お伺いし

て終わりたいと思います。 

○金行委員長  清水産業振興部長。 

○清水産業振興部長  確かにこの処理場を整備したときの方向性ということについては、年
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間3,000頭のシカが捕獲されると。その獣肉を安芸高田市の特産化事業

にもっていけないかと、処理する肉を何とか活用できないかという発想

のもとにこの施設について立ち上げた経緯がございます。その中でやは

り食肉等で販売していく上では、やはり肉そのものの安定供給、あるい

は衛生基準を含めて、ジビエの事業に傾いていったということは、否め

ない事実だというふうに思っております。何とかその264頭をなるべく

ふやさせていただきながら、その有効活用できる方向に持っていきたい

ということはあるにせよ、先ほど指摘いただきました残りの処理の部分

については、大きな猟友会なり捕獲される側のほうの課題ということを

受けとめておりますので、今後その辺のところも含んで、議論をいただ

きながら方向性を定めていきたいというふうに考えております。 

○金行委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 玉重委員。 

○玉 重 委 員  同じくジビエ関係のことなんですが、今水戸委員がほとんど質疑され

たんで、ある程度省略したいんですが。基本的には鳥獣対策も兼ねなが

らジビエで雇用創出をつなげていくのが目的なのかなと思うんですが。 

 基本的に今回は、今内容としてはマニュアル関係が主であって、先ほ

ど捕獲頭数とか、いろいろデータも聞いたんですが、これ今回提案され

てマニュアルつくって、今市の考えとしては重きとしては鳥獣対策が重

きなんですか。それともジビエで雇用を創出するほうに重きを置いて提

案されとるのか、ちょっとそこまず伺います。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  どちらのほうに重心を持っていくというようなことはございませんが、

まずは有害鳥獣対策。やはりそこからスタートした事業でございます。

その食肉での処理加工を行う上で、それが雇用を生み出していく事業に

なれないか、そういったところを今このジビエ特産化で実現していきた

い。 

 実際に、地域おこし協力隊としてこのジビエ関連で、1人協力隊員が

おりますし、そういったところの起業、定住、生業につながっていく。

あるいはそこが新たな雇用を生み出していく。そういった方策が、方向

が見えていかないか。そういった有害鳥獣対策が前提にございますけれ

ども、そういったところから新たなものが生まれていく好循環を目指し

ておるものでございます。 

○金行委員長  玉重委員。 

○玉 重 委 員  答弁いただいたようなことかなとは思ったんですが、先ほど売り上げ

の話もありまして、確かに450万言うたら、前年比の3倍ぐらいになっと

ったとは記憶しとるんですが。ペット用、食肉用入れてですね。 

 ただ、3倍にはふえたといえ、処理頭数も先ほど言われたように110頭

から264頭ふえておって、水戸委員が言われたんじゃけど、残りの8割の

問題、8割から9割ですね。の問題もありまして、どこまで、はっきり言

ったら、450万の売り上げだったら、雇用が皆さんの給料で言いますと、
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1人も雇えんのかなというのが実際です。それをどこまで本当にできる

のかなと。 

 逆に先ほど水戸委員からも提案がありましたように、残りの8割から9

割の処分の方法なり、そこの捕獲に対して雇用が逆に持ってきようが、

今それでも3,000頭近くとってもまだ捕獲できてない状況多数あります

ので、逆にそちらが雇用になるのかなと。先ほど、あともっと利用でき

るようにしよう思ったらまた設備も拡大していかないといけない。雇用

がふえたとしてもそういう問題もあるのかなと。それに対して費用が莫

大にかかるのかなと。 

 いうことも考えれば、先ほど水戸委員の提案も確かにそういうジビエ

に利用できないものを逆に雇用につなげて処分していくというのもある

のかなと。今後、これ悪いことじゃないんで、やっぱりジビエが特産に、

価値がつけば、おいしい肉いうことで有名になれば今安くても急に高く

なるいうこともありますので、それはまあ希望持ってやるのは必要だと

は思うんですが、いま一度方向性そこらのバランスを考えて、あくまで

鳥獣対策で自分は見とるんですが、ジビエに取り組むいうのもいいこと

なんですが、先ほど水戸委員の提案と自分も同感で、そこらのバランス

をいま一度よく考えて鳥獣班とかの雇用を逆に収入を上げていって雇用

をふやすと。いう考えもあるのかなと思ってますので、ぜひそういう広

い範囲でやわらかく考えて、もう一度担当レベルで話をしていただきた

いと思いますが、その辺のお考えを。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  おっしゃるとおりです。まさに担当レベルから関係団体とも含めなが

ら、狭い視野にこだわることなく、広い部分、効果も含めて検討を進め

てまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

○金行委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 先川委員。 

○先 川 委 員  農産物の商品化支援事業補助金についてお伺いします。 

 70％から成る小規模農家の期待するある面で言えば事業ではないかと

思っとりますが、これは単独費ですから、300万ですか。金額は少ない

ですけど、この主体はだれがやるのか。またどのような方法でやられる

のか。どのような農産物を考えておられるのかをお伺いしたいと思いま

す。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  農産物商品化支援事業補助金300万円でございますが、これはＪＡ広

島北部と同額300万円を出しまして、協議会をつくっております。そう

いった中で、農産物の6次産業化を進めるということで、地域おこし協

力隊員もそのテーマの中で2名おりますけれども。 

 現在、調理用のトマト、それから辛味大根、薬草、そういったところ

の提案をふるさと応援の会のほうからいただいておりまして、その実現

に向けて取り組みを進めておるところでございます。調理用トマト、辛
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味大根につきましては、プロジェクトをつくっておりまして、昨年、作

付トマトはピューレまで行いましたが、今年度作付面積を約2反まで広

げ、重量も7.5トンぐらい収穫してアグリフーズの整備する冷凍庫も活

用しながら、マーケットのほうへ一部商品化の提案も行いながら拡大を

していこうというところに至っておるところでございます。 

 以上です。 

○金行委員長  先川委員。 

○先 川 委 員  これは去年からの継続じゃいうお話でしょうけど、この言葉の中で、

いわゆる今はトマトとか辛味大根とかをさらにレベルアップするいうお

話かと思うんですがね。言葉の中ではいわゆる農産物を商品化すると、

こういうような話ですが、これ以外のことは考えておられないかどうか

お伺いします。 

 それとね、やはり商品化、これやると地域の弱小農家がやはり米だけ

作ってたんでは生き残れないと、こういう意識は皆持っておられるんで

すよ。もちろん担い手を育成される。これは結構なことなんじゃけど、

担い手さんも悪いような、条件が悪いところはやってくれないわけなん

ですよね。そうすると、どうしても地域では、いわゆる小規模農家と言

います弱小農家が、環境保全型いうことで守っていかにゃいけん。その

中でできる作物を商品化していく、いう方向ですね。まあまあ辛味大根、

あるいはトマトとかおっしゃるように。これがいい方向にいけばいいわ

けですが、辛味大根いうておっしゃっても地域の者はまだよくわからな

いわけですよね。まだ。 

 そういう意味で、ほかにはニンニクをつくっておられたり、いろいろ

な商品やっとりますが、それを商品化していくというのを今先ほどは応

援隊の方が主体でやっておられるというふうに私は受けとっとるんです

が。ＪＡさんとも協同というのがありますけど、もう少し、何て言うん

か、地域の者が目に見えるようなね、今市は何を商品化しようとしてる

のか、いうところをアピールしてほしいと思います。で、これならつい

ていけると、例えばトマトが先ほど2反とおっしゃいましたけど、2反何

ていうのは地域のまだまだ試験段階ですよね。まあ、去年と同じように

続くことですが、ちょっとこの農産物の商品化支援事業とこういうのを

もう少しウエートを置いていただきたいと。商品化いったらですね、や

はりラベルもあるでしょうし容器もあるでしょうし。いろんな意味ある

と思います。ぜひとも、そのところを、今回の分は昨年度と同様支援す

るということは理解いたしました。今後期待いたしまして終わります。 

○金行委員長  答弁よろしいですか。 

 清水産業振興部長。 

○清水産業振興部長  調理用トマトあるいは辛味大根等、新たな商品化に取り組んでおりま

すが、当然従来からあるえびす茶についてもですね、この事業の中で従

来通り支援をしていくということでございますので、今まで安芸高田市

内に定着しておる農産物をさらにブラッシュアップしていくことも含め
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て、新たな加工品、特産品づくりにも挑戦をしていきつつ、やっていか

ないと、新たなものも生み出していかないと、やはり農家の所得アップ

にはつながらないということも考えておりますので、当然先ほどありま

したジビエについても、ジビエトマトカレーというふうな商品化ができ

ないかということも、こういった場で議論をいただいておりますので、

そういったものが各農家の生産につながって、所得アップにつながって

いくというのが我々の大きな目的でございますので、御理解いただきた

いというふうに思います。 

 以上でございます。 

○金行委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  2点ほどお伺いしたいと思いますが、1点は先ほどの27ページのジビエ

関連ですけども、いわゆる狩猟とジビエ化という2つの大きな流れを御

苦労されてここまで取り組んでこられて、それをさらに進化させようと

いう思いで今回の予算を組まれたんだと思いますが。先ほど水戸委員か

らも言われたように、現場サイドから立つとなかなか厳しいなという感

じですよね。玉重委員の意見を聞くと、やはり川上から川下へ行くほど

経済効果が出てくるような仕組みでないと、本当に投資する意味がある

のかということにもなろうと思いますが。まあこういった取り組みの、

もとは地方創生の対策ということに時間のない中で取り組んでいかれと

るというふうなことは理解もさせていただきますが、現場というサイド

から見ますと、この委託先である事業団との協議、こういったものはど

のように進んで、その課題をどのように受けとめていくのか。 

 もう1点は、このマニュアル化をつくるための金額がかなり高い額で

すよね。この中身についてもう少し詳細の内容について示していただき

たい。というのが1点です。 

 2点目は、29ページの生産条件整備事業、いわゆる堆肥化の関係です

よね。まあこの辺の仕組みというのが少しずつ変わっていってるんかな

ということもありますが、ＪＡとの関係で農家に堆肥を供給して土づく

りをし、よい作物をつくるという流れの1つの大きな取り組みですが、

この取り組みについて中身をもう少し詳細に知らせていただきたいとい

うことをお願いしたいと思います。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  まず1点目、ジビエの事業について、事業団との協議でございますが、

もちろん現在食肉処理施設を事業団に管理していただいております。そ

ういった地域振興事業団がこれまで積み上げてきた経験、それから販売

先の確保、そういった営業展開、そういったところにつきまして、私ど

も地域営農課も連携をさせていただきながら、今後こういった大きな展

開が見込める、また見込んでいる状況の中で、事業団の今後のかかわり

方といったことについて、協議を始めていかなくてはいけませんし、そ

の入り口の協議の途にもついておるところでございます。もちろん、そ
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ういったノウハウを引き継ぎながら、じゃあだれがどのように運営して

いくのか、そういった中で雇用が生まれるのか、まず第一に有害鳥獣対

策として猟友会、捕獲班、実施隊のほうへどういった効果が生まれるの

か、そういったところも見きわめながら当然議論しながら、事業団のか

かわりについても今後整理をしていくようにしております。 

 また、このマニュアルの中身についての詳細ということでございます。

いわゆる捕獲段階でのマニュアルということになると思いますが、捕獲

方法についての件で鳥獣の生態や調査、地形などの状況を踏まえて、季

節の変化などに応じた効率的に捕獲していただくような戦略を立てる必

要もございますし、その中で長期計画として一番の猟友会などや住民な

ど地区全体によります鳥獣被害軽減、農林業の活性化に関する計画。そ

れから運搬方法、運搬に必要となる設備の購入等を考えております。 

 また、処理加工段階におきましては、そういった個体の受け入れ体制

について、その作業基準、トレーサビリティ、それから処理体制、処理

方法、衛生管理マニュアルのことやら品質、品質管理方法については、

ＨＡＣＣＰの取得を現段階では目指すべきではないかというようなお話

をいただいております。 

 また、ここで加工設備、保安設備、衛生設備の整備ということになり

ます。今度は、供給段階でございますが、安定した品質の精肉、それか

ら地元のいわゆる特産品と合わせた加工食品の開発、牛、豚、鳥などと

比較した機能性の分析なり、情報提供などでございます。消費段階につ

きましては、販路たくさん現段階では余る、足らんずくでございますけ

れども、販路拡大のためのマーケティング、プロモーションも必要とな

るだろうと。捕獲処理された肉の情報提供、品質の情報提供、加工品を

使った料理技術の指導、精肉をおいしく調理する方法の普及、そういっ

たことが柱になるというふうに現段階では思っております。 

 以上です。 

○金行委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  堆肥の分はまたあとの議論にさせていただいて、ジビエのマニュアル

化ということですが、基本的に現状の狩猟の段階からジビエの加工のと

ころまで、今の状況で幾らマニュアルをつくっても、現実的には難しい

んだと思うんですよ。だから私が、もし今後これを大規模にやっていく

ということになれば、鳥獣害駆除の狩猟の部分とジビエ化という部分は

ある程度、目的はそうでしたけども、現実的にやってみるとあれだけの

大量の量のものを具体的にジビエ化するというのは、狩猟をされる皆さ

んの、ジビエを目的にとる部分もあると思いますけども。そりゃ鉄砲撃

つのに、肉つくるんだからここしか撃てんといって当てられるようなこ

とが可能ならまた別ですけども。そういったことは現実的に難しいし、

先ほどあったように、運搬、距離、時間にしても、幾ら冷蔵車を確保し

ても、かなり難しいということがあると思うんです。 

 ですから、せっかく地方創生でやられるんなら、その駆除という部分
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の狩猟、これはしっかり今現在猟友会やっていただいとるんでね。それ

を伸ばすような形。さっき玉重委員も言われたように、雇用としてのそ

ういう人をふやしていくということが、一つはできると思うんですよ。 

 で、ジビエ化の部分で言えば、ＨＡＣＣＰもとっていくということで

すけども。病気のことも当然最近話があったように、部長からもさっき

ありましたけども。兵庫とか和歌山とか岡山あたりは、県レベルで条例

をつくって、対策をしていくという状況ですから。今は国の基準に基づ

いてやっておるというだけですから、県はまあそれでやってくださいと

いうことだけですからね。本当に我がまちがジビエを精肉としてやって

いくということになれば、そういうことも含めて衛生管理に包含される

というか、病気の部分は、それこそ山から内臓も一緒に持って出んとわ

からんという状況ですよね。これ兵庫なんかもすべてそうですから。そ

れが現実的に狩猟者の皆さんがそんなことができるかといったら、かな

り難しいと思うんですよ。 

 だから、そういった点からすると、やはりジビエの精肉用のものは、

別の形で取り入れてくる。例えば、いろいろ提案があったと思いますけ

ども、ある程度一網打尽に捕獲する方法っていうのもあるようですから、

そこらで捕獲したものを一定期間蓄養してそれを安定的に屠殺をして精

肉にしていく。そういったことも含めた取り組みがないと、本当の意味

のジビエ化というのは難しいんじゃないかと思うんですよ。だから、抜

本的な部分をしっかり考えたようなマニュアルづくりに1,000万使うん

だったら、そっちのほうにもっと使っていただきたいなという気がする

んで。地方創生に向けてということですから、特にそういうことのほう

が地方創生としたらうけるんじゃないですか。今のようなやり方ってい

うのは、どこでもやってることですよ。ある意味ね。それを精度を上げ

てくっていうだけの今回のマニュアル化だと思うんですよ。発想も少し

変えたような形にすれば、本当にこれだけの頭数を県内の有数な狩猟頭

数ですから、それをどう生かすかということもありますし、それをどう

精肉のところに持っていくかということですね。いろんな知恵は皆さん

聞いておられると思うんですよ。だからそれを生かすような取り組みに、

この予算というのは方向として生かしていくべきじゃないかなと。 

 これ以上申し上げませんが、せっかくこれだけのお金をかけるんであ

れば、そういったところをもう少し時間をかけて、地方創生ですから時

間はありませんけども余り。でも、5,000万近いお金を将来に生きるよ

うな金にするということになれば、じっくり取り組んでいただきたいと

いうことを要望をしておきます。 

 なお、事業団については、どちらかというと事業団とは切り離してい

くというニュアンスの言葉かなというふうに見たんですが。きのうもふ

るさと納税の関係の土産の関係ですね。ここらもインターネット云々で、

事業団のこれまでのを変えていくんだということですが、そういったこ

とも含めて事業団とそれぞれ一線を置いていくということで、皆さん考
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えておられるところですか。 

○金行委員長  清水産業振興部長。 

○清水産業振興部長  先ほどマニュアル化の部分についても、十分今の意見を御参考にさせ

ていただきながら、全国的にジビエという事業が確立のほうされていな

いのが事実でして、先進地はるるございますけども、今回のマニュアル

づくりにしても、先ほど来ありましたように、安芸高田市の実態にあっ

たマニュアルでなくては、当然使うことができないわけですから、十分

その辺は、先ほど来の件を尊重して現場とも十分連携をさせていただき

ながら、よりいいものに定めていきたいというふうに考えております。 

 それから事業団の件につきましては、もともと現在も委託をしており

ますけれども、地域おこし協力隊員さんの3年後の自立の方向も含めて、

その辺事業団との協議もいろいろとさせていただいておりますが、事業

団としてもずっと今の状態を続けていくということも厳しいという意見

も聞かせてもらっております。早い段階で切り離していくということで

はありませんが、協力隊員さんの自立等の方向性も含めて、その辺は今

協議をさせていただいておるところでございますので、御理解いただき

たいというふうに思います。 

 以上です。 

○金行委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  事業団の件で追加質問したので、そこらしんどいときに一生懸命一緒

にやってきた関係がありますから、しっかりと協議の場を持ちながら、

お互いがこれまで培ってきたものをどんなふうに進化させるかというこ

とについては、当然いろいろと取り組みが必要だと思いますけどもね。

やはり情報の共有をしながら、やっていくということが大事かなという

ことで。市としての、あるいは事業者等の関係の市民にも関係してくる

んで、そこらをしっかりとした情報交換しながらやっていただきたいこ

とをお願いしておきます。 

 市長、せっかくいらっしゃるんで、ニュージーランド村の太陽光がこ

の間オープンしましたよね。あそこへ広場がもう少しありますけども、

あそこら辺に畜養用の牧場なんかもできる可能性はあるんですよね。新

しい発想をされる市長ですから、そこらの指示をしながら、安芸高田市

でないとできないというような取り組みをぜひ市長の発想から生んでほ

しいなという気がするんですが、いかがですか。 

○金行委員長  浜田市長。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言ありがとうございます。 

 水戸さんとか玉重さんとか熊高さん、全部同じようなことを言ってお

られるので、安芸高田市というのはシカの多いところなんで、この部分

をいかに鳥獣対策をやって、作物を守ってあげるとかっていうのがある

んで、これを踏まえながら多く出るシカを有効活用して、これを雇用に

つなげていくとか、そういうようなことで取り組んでいきたい。そのた

めにちょっとこのたびの交付金のソフト事業を生かしていくということ
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なんで、肝に銘じてこのことは職員一丸となって考えていきたいと。大

きなテーマがあるんで、もうかるとかもうからんじゃなしに、その前に

農地を守っていくというのがあるんで、それを踏まえながら、せっかく

出てくるシカが多いんだから、これを有効活用を考えていきたいと、い

うふうに思います。いい機会だと思ってますので、御理解してもらいた

いと思います。 

 それから、ニュージーランドの件でございますけれども、あそこもい

ろいろ御提案ありますけど、これからもいろんなことをもって提案して

いきたいと思います。あそこは、実は民地なのでそれの調整もあるんで、

今もちょっと提案していることもございますので、あわせて熊高議員さ

んのおっしゃることも踏まえながら今後提案していきたいと思っており

ます。 

 よろしくお願いします。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  資源循環型農業実践補助金、いわゆる堆肥の補助事業でございます。

今年度の予算計上させていただいておりますのは、堆肥の定価は5,400

円でございますけれども、それに対して10トン以上には市とＪＡで

1,700円、10トン未満には市とＪＡで1,200円の補助をして堆肥を徐々に

導入していこうというものでございます。ただし、市、ＪＡ分の半額と

いうところが非常に厳しい部分もございまして、ＪＡも内部協議を進め

ておられて、そういったこの補助額の総額が変わる可能性もございます。 

 また、この背景には平成25年にはいわゆるＪＡの概算金コシヒカリ等

が、1袋6,000円だったものが平成26年に4,700円まで概算金下落した。

そういったことについて、その対策も踏まえてもっといい土づくりをし

ていこう、資源が循環していく農業を実践していこうということで、創

設されたものでございます。平成27年度概算金5,300円、若干回復をし

ました。そういった関係で、昨年までよりも補助金額の全体額を下げて

今年度実施したいと思っておるところでございます。 

 以上です。 

○金行委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  その上の補助費の負担金、堆肥利用調整手数料負担金ということの中

身を少し聞き漏らしたんですが、もう少し詳しく教えていただけません

か。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  これは堆肥をＪＡからお送りして購入する場合にＪＡのほうへ手数料

としてお支払いする部分が約100万円、それと堆肥の袋詰め、美土里堆

肥センターで行っておった袋詰めを指定管理者のほうへ、その袋詰め費

用として出しておりましたが、ＪＡのほうへ出して、ＪＡのほうが袋詰

めをしていただくというこの2つで、あわせて138万円の負担金をお支払

いするというものでございます。 

○金行委員長  熊高委員。 
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○熊 高 委 員  いわゆる堆肥の取り組みというのは、土づくり、そして野菜等の品質

の高いものをつくっていくという目的ですが、何年かずっとやってきて

おりますが、そういった効果というのは、実際どのような形であらわれ

てきておりますか。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  堆肥補助は平成25年までは数年間、市とＪＡ500円ずつ出して1,000円

というところでの補助ということでございましたが、米価の下落対策も

含めて平成26年、27年と補助率を上げてきたところでございます。平成

25年にこの堆肥補助の利用の数が184件あったものが、平成26年には中

途からこの補助事業、補助率を上げて実施したわけでございますが、

223件。平成27年には375件。販売量はそれぞれ3,771トンが3,863トン、

昨年度は5,474トンというふうに急激に購入量がふえておるという状況

でございます。 

○金行委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  堆肥の利用とか、あるいはそれぞれ優秀な賞をいただくような堆肥づ

くりまできておりますから、そこのところは本当に努力をされたんだな

ということがあるんですが、その堆肥を使って米づくりなり、野菜づく

りをして、その農産物がその堆肥を使ってこうなったんですよという、

その評価が最終的には重要なんじゃないかと思うんですね。そこのとこ

ろの評価までどのようにつながっていったかということをお伺いしたい

んですけど。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  水稲の場合ですと、いわゆる堆肥を投入してつくった米、これはこだ

わり米ということで、1袋当たり単価を高く販売をされております。500

円プラスで販売をされておるという状況。また、いわゆる野菜への導入

でございますが、ネギ、白ネギ非常に推進しておりますけども、この堆

肥を入れることで、いわゆる連作障害に対して、効果が顕著に出ておる

というような状況がございます。 

 以上です。 

○金行委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  少しずつ評価が高くなってきているということで安心はしますが、た

だ白ネギの今話も出ましたが、一部では他の堆肥を多量に使ってという

ことになる場面もあるようですが、そこらは農家のニーズに合ったよう

な堆肥をつくっていくとか、そういったことに進化をする必要があるか

なという気がするんですね。その辺については、まあこれから研究もさ

れるんだと思いますけども。 

 もう一つ、チップ機械を導入をして、地域おこし協力隊を含めて取り

組むということですが、現在桑田の庄ですかね。チップ機械があるのは

ですね。今市内2台かな、個人的に持っておられるのを含めて3台ぐらい

ですかね。多分情報としてはあると思いますが。そこらの活用をいわゆ

る竹チップで庄原の米が評価を受けたということがありますが、そこら
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辺にいくのが最終的なこの堆肥づくりの目標じゃないかと思うんですね。

そういった取り組みについて、どのように考えていかれるのかお伺いし

たいと思います。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  おっしゃるとおりです。いわゆる竹やぶを竹林に戻すときに、副産物

として出てくる竹チップを使って堆肥をつくり、それを圃場に戻すこと

で付加価値がつく、そういったことを念頭にこの地域おこし協力隊も募

集して、現在その準備を進めておるところでございます。桑田の庄とい

いますか、生桑振興会が1台中型程度のものを持っておられますし、個

人の方もされております。私も実際にその作業のほうへ携わりながら、

今度はどういった仕組みでどれだけのものをそこで作業したことに対し

ての、何かいわゆる経済的なものも生まれるか、一番川下のその竹チッ

プを使ってできた堆肥が高く売れるか、または売るためにはどうするか。

そういったところからの検証を進めながら、この事業を進めてまいりた

いというふうに思っております。もちろん、庄原でのそういった事例も

私も知っておりますし、そういったところを参考にしながら進めてまい

りたいというふうに思っております。 

○金行委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  堆肥センターがこの竹チップも受け入れてくれないと、利活用できん

のですね。その仕組みをしっかりつくるべきじゃないかというようない

ろいろ話もあるようですが、堆肥センターの連携という形になると、そ

こらがうまく稼働すれば、例えば今回の購入したチップ機械あたりを堆

肥センターに置いて、そこに地域おこし協力隊がその機械の管理をし、

そこに常駐をしながら竹チップをつくりに行って、そこに持って帰ると。

いうような仕組みをつくれば、当然堆肥センターとしての稼働につなが

るわけですから。そうやっていかないと、本当の意味のチップ機械を導

入しても稼働率も多分下がってくるでしょうし、年中動かすぐらいの稼

働率じゃないと、購入した意味はないと思いますからね。 

 そのためには、有効にチップをつくったものを生かすためには、堆肥

センターとの連携がもう不可欠なんですよ。そういった仕組みをつくっ

て、土づくり、農作物のいいものをつくっていくという、そういったこ

とこそが地味であるようだけども、地方創生の基盤になるような気がす

るんですね。その辺にもう少しお金を投資するような仕組みづくりをし

っかり考えていただきたいと思いますが、いかがですか。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  全くおっしゃるとおりです。現在、堆肥センターとその竹チップの使

った堆肥づくりについて、協議を進めておるところでございます。ただ、

まだその最終的な了解はいただいてないんですけれども、現物を見なが

ら、これでどうでしょうかと。いうところまで来ておるところでござい

ます。 

○金行委員長  熊高委員。 
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○熊 高 委 員  それぞれ、質問という形も含めて要望を出しましたが、しっかりと受

けとめていただいたようですから、実現できるように希望させていただ

きたいと思います。 

○金行委員長  ほかに質疑ございませんか。 

 前重委員。 

○前 重 委 員  全体のところの8ページにあります防護柵の設置助成事業ということ

で、620万今回入っておりますが、先ほど市長からもありましたように、

農地を守るために防護柵等もあるいうことで、この辺イノシシ、シカ等

ということになっとると思うんですが、今、サルがやはり出没を、年間

でもこの春先、秋口ですね。出没しております。 

 で、この対策として、この防護柵の設置事業の中で、この費用的な中

でやはり農家としては、野菜とかを生産をされておる中で、やはり守り

たいということの中では、やはりそういうある程度の防護を、周囲に張

りめぐらせいうわけじゃないんですがね。やはり、そういう中ではハウ

ス、今のビニールハウス等もパイプで立てて、ネットもされて、対策を

講じられとるところもございます。そういう中でのこうした費用は、使

えないものなのか。その辺をお伺いしたい。今回の620万等であがって

きておりますよね。その辺について、お伺いしたいと思います。 

○金行委員長  中村地域営農課長。 

○中村地域営農課長  いわゆるサル対策の有効な防護柵というのは、なかなか私どももおす

すめできるような防護柵がないというのが実情ではございます。が、こ

の鳥獣害被害の防護柵で、その部分も中へ込めて申請できるというふう

に判断しております。 

○金行委員長  前重委員。 

○前 重 委 員  そういう中では活用できるということで、可能いう形でよろしいんで

すか。いいんですか。わかりました。 

 ぜひ、これあの結構今集団で出とる形もありますし、あとは離れザル

ですね。こうした離れたサルが軒下に、特に民家の屋根に上って出没し

てることが現状あらわれております。これは、吉田町の中で私も話を聞

いておりますが、これも今回の予算の中でも鳥獣害対策実施隊というこ

とも含まれる中で、なかなか駆除ができないということもあっとるんで

すよね。そこらへ向けて、この猿対策、これから5年10年先は、おのず

とこれ白木山系からずっとこう上がってまいっておりますので、今赤柴

山系ですね。この辺も含めて、今私がこの前聞きますと、丹比のほうで

も出没しております。ですから、これから5年、10年かけては、このサ

ルに対する被害等もおのずとして出てくるという形になるかなと考えま

すので、しっかりとしたそこら辺も含めて対応をしていただくように。

今回、こういう形が使えるということになると、市民の方も喜んでいた

だけると思いますので、こういう農地、野菜等の守るいうことも含めて、

対策のほうもそういう方向へ向けて、ある程度練っておいていただきた

いと思います。 
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 終わります。 

○金行委員長  ほかに質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって地域営農課に係る質疑を終了します。 

 ここで、10時35分まで休憩といたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時２３分 休憩 

      午前１０時３５分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○金行委員長  休憩を閉じて、再開いたします。 

 続いて、農林水産課に係る補正予算について、説明を求めます。 

 五島農林水産課長。 

○五島農林水産課長  おはようございます。 

 それでは、農林水産課における平成28年度6月補正予算の概要を安芸

高田市一般会計補正予算書に基づき説明をいたします。 

 30ページをお願いいたします。 

 6款農林水産業費、1項農業費、5目農村整備費の3,418万円の増額につ

いて御説明申し上げます。 

 31ページ中段の説明欄をお願いいたします。農業用施設の維持管理に

要する経費512万1,000円の増額は公園等維持管理費、11節需用費2万円

は丸山公園トイレの修繕料でございます。農業用施設等維持活動支援事

業費510万1,000円の増額は、19節負担金補助及び交付金の農地・農業用

施設関係補助金510万円と、小災害復旧事業補助金の存目1,000円でござ

います。各支所、本庁で予算編成までにお聞きしておりました11件分に

ついて、予算計上しております。 

 続きまして、土地改良事業に要する経費2,905万9,000円の増額は、ほ

場整備事業費、13節一般業務に関する委託料526万3,000円の増額でござ

いますが、平成30年度採択を予定しております吉田口地区の圃場整備、

約9ヘクタールの事前調査に要する経費でございます。19節負担金補助

及び交付金295万円でございますが、下甲立地区で実施しております圃

場整備事業の完了が見込めることとなったことにより、換地清算金を計

上させていただいております。 

 農道整備事業費、13節一般業務に関する委託料50万円の増額は、未登

記農道の分筆費用でございます。 

 水利施設整備事業費2,000万1,000円の増額は、福原止水樋門の電動化

に伴う13節調査設計委託料275万円、15節工事請負費1,720万円でござい

ます。 

 32ページをお願いいたします。 

 6款農林水産業費、2項林業費、2目林業振興費2,599万9,000円の増額

は、33ページの説明欄、林業普及振興事業に要する経費34万1,000円の

増額は林業振興施設管理運営費、11節需用費34万1,000円はエコビレッ
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ジ川根バンガローの漏水箇所の修繕及び送水管の修繕料でございます。 

 造林事業に要する経費2,565万8,000円の増額は、次世代林業基盤づく

り事業、13節一般業務に関する経費1,700万円の増額と、19節負担金補

助及び交付金865万8,000円の増額でございます。本事業は、昨年度まで

実施しておりました森林整備加速化・林業再生基金事業のＴＰＰ対策と

して事業内容が一部変更したものでございます。 

 続きまして、6款2項3目治山事業費1,525万円の増額は、33ページ中段

の治山事業に要する経費、小規模崩壊地復旧事業費、13節委託料164万

5,000円の主なものは、今年度実施予定しております3カ所の調査設計委

託料、同じく15節工事請負費1,310万円でございます。 

 以上で、農林水産課に係る平成28年度6月補正の説明を終わります。 

○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

 久保委員。 

○久 保 委 員  33ページの今説明をされた調査設計監理委託、3カ所をお知らせくだ

さい。 

○金行委員長  五島農林水産課長。 

○五島農林水産課長  今年度予定をしております小規模崩壊地復旧事業の事業箇所でござい

ますが、吉田町桂地区の中山表平の山腹工事、同じく吉田町外堀で予定

をしております流路工事、それともう1件高宮町羽佐竹前川地区の山腹

工事、以上3件でございます。 

○金行委員長  ほかに質疑ありませんか。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  33ページの林業事業に要する経費の中で委託料1,700万円、ちょっと

もう1回詳しく説明をしていただきたいです。 

○金行委員長  五島農林水産課長。 

○五島農林水産課長  造林事業に関する委託料でございますが、次世代林業基盤づくり事業

のうち、委託料、合板・製材生産性強化対策事業は、先ほど申しました

ように、ＴＰＰの関連事業で、間伐材の搬出を行います。搬出材の3割

を特定の木材加工施設のほうに搬入をして、製品化、販売という川上か

ら川下へという一体的な競争力強化を狙っている事業でございます。 

 以上です。 

○金行委員長  ほかに質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって農林水産課に係る質疑を終了いたしま

す。 

 続いて、商工観光課に係る補正予算について説明を求めます。 

 兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  それでは、商工観光課に係る補正予算について、補正予算書に基づき、

主な項目につきまして説明いたします。 
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 予算書21ページ上段、説明欄をごらんください。 

 2款総務費、1項総務管理費、12目自治振興費のうち、外郭団体等運営

指導事業費として2,100万円を計上しております。主な経費といたしま

しては、19節負担金補助及び交付金、たかみや湯の森の重油ボイラー、

給油配管取りかえなどの施設改修補助金として800万円。神楽門前湯治

村の神楽ドームの老朽箇所、部分修繕などの施設改修補助金として

1,300万円でございます。 

 続きまして、予算書32ページをごらんください。 

 下段でございます。 

 7款商工費、1項商工費、2目商工業振興費として、2,083万6,000円を

計上しております。そのうち、33ページ、商工業振興事業費として、

348万1,000円を計上しております。主な経費といたしましては、19節負

担金補助及び交付金で、フードフェスタ参加負担金57万6,000円。また

企業が中小企業大学校等へ研修を行う場合等の補助が工業会の運営など

を行っている産業活動支援センターへの運営補助として、産業人材促進

事業補助金241万6,000円でございます。 

 続きまして、商工業振興施設管理運営費として513万2,000円を計上し

ております。主な経費は、19節負担金補助及び交付金で、高宮町にあり

ます商業施設パストラル。これは半分は広島北部農協がＡコープの店舗

を運営されておりますけれども、このたび建物全体の外壁の塗りかえを

行われることになり、事業費の2分の1を市のほうで負担するものであり

ます。 

 続きまして、企業立地推進事業費として、1,222万3,000円を計上して

おります。主な経費は、13節委託料として632万2,000円を計上しており

ます。 

 35ページをお開きください。 

 内訳といたしましては、市内高校生のキャリア育成業務等委託料とし

て232万2,000円、今年度は従前より行っております高校生の進路選択等

に関する研修に加え、高校生の保護者も対象とした合同企業説明会等も

計画したいと思っております。市内企業の業務の繁閑に応じた人材の流

動等を行う地域人材育成コンソーシアム事業もこの予算内で一緒に取り

組んでまいりたいと考えております。また、水源保守点検委託料として、

400万円を計上しております。これは、高宮工業団地を旧高宮町、県が

開発されており、団地内に企業3社が立地されておられます。このたび、

この工業団地が取水している水源の上流部において、森林伐採が県森林

整備農業振興財団により行われ、山肌が露出し、多量な雨が降ると、工

業団地内の企業が取水している施設のろ過が間に合わず、工業用水が濁

ってしまい、結果として企業側に多大な迷惑をかける事態となっており

ます。財団や県、工業団地内企業と協議の結果、財団は現場から撤収さ

れるとともに、わら芝等により、落水防止の対策を行い、市は緊急避難

的に企業側の排水タンクの前にフィルター等を設置することといたしま
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した。これに係る設備保守点検委託料でございます。 

 次に、19節負担金補助及び交付金として、590万1,000円を計上してお

ります。これは、先ほど部長から説明いたしました移住定住の促進事業

として、市内の空き家、空き公共施設、空き店舗等を利用し、創意工夫

した企画に基づき、起業しようとする者、または既存事業者による新た

なビジネスモデルを展開しようとする者を支援する起業支援事業として

230万円。また、市内に敷設した光ファイバーを活用し、空き家、空き

公共施設、空き店舗等を利用し、新たに拠点整備しようとする事業者を

支援するサテライトオフィス等誘致事業補助金350万円。合計580万円が

主な経費でございます。 

 続きまして、3目観光費として、3,781万3,000円を計上しております。

そのうち、観光振興事業費として、3,730万8,000円を計上しております。

前年度までは伝統芸能を生かした観光推進事業としての中事業の項目、

未来創造事業費が中事業項目としてありましたけれども、商工観光課へ

事務が移ったこともあり、また未来創造事業も観光振興事業も観光交流

人口の増加による観光消費額の増、ひいては安芸高田市のＰＲを行うこ

とによる定住人口の増を目的としておりますので、観光振興事業費に一

本化いたしております。主な経費といたしましては、9節の旅費162万円

はふるさと応援の会支援事業に係る職員特別旅費や、大都市プロモーシ

ョンに係る職員特別旅費等でございます。 

 続いて、13節委託料として1,305万円を計上しております。 

 主なものは、県の魅力ある地域づくり推進事業費の補助を受けて、吉

田のまち歩き等を行う観光ＰＲ業務委託料250万円。県の未来創造事業

フォローアップ事業として、安芸高田市で神楽関連産業の推進を進めよ

うとした場合、他との競合や市場がどのような状況なのか等を分析調査

する神楽関連産業調査研究等委託料550万円。神楽ごよみ作成等の委託

料として神楽上演事業委託料200万円。新たな特産品の開発を図る特産

品等販売力強化事業委託料305万円です。 

 続いて、19節負担金補助及び交付金として、2,474万2,000円を計上し

ております。これは、花火大会実行委員会補助金580万円、ふるさと応

援の会支援事業補助金378万5,000円や、東京公演をはじめ大都市でのプ

ロモーションを行う大都市プロモーション事業補助金800万円。神楽甲

子園実行委員会補助金438万8,000円が主なものです。 

 続いて、観光振興施設管理運営費として、50万5,000円を計上してお

ります。主な経費は、ほととぎす遊園茶屋のガスオーブン修繕費でござ

います。 

 以上です。 

○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

 下岡委員。 
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○下 岡 委 員  33ページなんですけど、産業人材育成についてなんですけど、基本的

には受ける条件はどのようになっているかお示しください。受けられる

条件です。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  下岡委員の御質疑にお答えします。 

 産業人材育成促進事業補助金なんですけれども、市内の企業さんが中

小企業大学校等へ研修を受けられる場合、旅費を除くその研修負担金を

補助しております。 

 以上です。 

○下 岡 委 員  年齢とかそういうことは関係ないいうことでよろしいでしょうか。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  市内の事業所であれば、市内の事業所さんが中小企業大学校等へ研修

される場合ですので、例えば管理職員研修であるとか、工場内の生産ラ

インの研修であるとかっていう場合に、補助をしております。 

 年齢等については、そこの従業員さんであれば、別に問題ありません。 

 以上です。 

○金行委員長  ほかに質疑ありませんか。 

 久保委員。 

○久 保 委 員  33ページのフードフェスタ参加負担金ということで、私も過去にはこ

れにかかわってきて出ておりましたけど、なかなか行くための手段とか

いうことで、高年齢化していくと参加ができなくなった状況があるんで

すが、今現在どのような参加状況にあるのかということと、それから35

ページのサテライトオフィス誘致事業で、私たちも含めたその起業の支

援に230万。それからサテライトオフィスのほうで350万というのは先ほ

ど言われたと思うんですけど、過去にその私たちが三次市はやってるけ

ど安芸高田市背中を少し押してくださると起業がしやすいんだなという

御意見いただいておりまして、これを実行していただいたということに

非常に今感謝を申し上げるわけですけど、何件くらいをそれぞれ想定し

ておられるのかお伺いいたします。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  久保委員の御質疑にお答えします。 

 先ほどのフードフェスタの参加状況ですけれども、平成27年度が6事

業者、平成28年度は7事業者の負担金を予算計上させていただいており

ます。ちなみに、去年の6事業者の売り上げ状況ですけれども、2日間で

131万4,700円の売り上げがあったという報告を受けております。 

 続きまして、サテライトの関係なんですけれども、これは起業をされ

る場合と、サテライトオフィスを誘致した場合の補助で、それぞれ1件

分を計上させていただいております。 

○金行委員長  久保委員。 

○久 保 委 員  1件分を予定されてるということなんですけど、細かい条件とかいろ

いろあるんだと思うんですけど、とりあえずそれを。細かくはいいです
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から、大ざっぱにお願いします。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  それでは、まずサテライトオフィスのほうから。サテライトオフィス

等誘致事業のほうから少し概略説明させていただきます。対象者の条件

なんですけれども、先ほどからも申し上げていますとおり、市内の空き

家、空き公共施設、空き店舗等を利用し、新たに拠点整備をしたもので、

この条件としましては、新規雇用あるいは新規の常用労働者が3人以上

というのを条件にしたいと思っております。事業者の対象として考えて

おりますものは、例えば設計会社でありますとか、ソフトウエア事業、

等々を考えております。 

 補助経費ですけれども、建物の改修費、設備費、賃借通信料を考えて

おります。建物の改修費につきましては、100万円を上限に1回限り。設

備費、まあ備品とか機械設備に係る経費、これは200万円を上限に1回限

り。家賃とかあじさいネットの工事費でありますとか、通信料はこれは

各年度50万円を限度に3年間ということを考えております。 

 続きまして、起業支援事業ですけれども、この対象者の条件としまし

ては、特定創業支援事業っていうことで県の産業振興機構等が行ってい

る研修に4回以上研修を受けられたら、特定支援事業の対象者というこ

とになっておりますけれども、この証明を受けられた方で、市内の空き

家、空き公共施設、空き店舗等を利用し、創意工夫した企画に基づき起

業をしようとする者、を考えております。 

 で、市内に住所を有している方っていうことが先ほどのサテライトオ

フィスとは少し異なっている部分で、この起業支援事業につきましては、

先ほど申し上げました雇用の条件っていうのはございません。1人でも

オーケーっていうことであります。補助対象経費につきましては、先ほ

どのサテライトオフィスと同様に、建物改修費、設備費、賃借通信費を

考えておりますけれども、こちらのほうの建物対象費は100万円を上限

ということで、あとの設備費については100万円、建物改修費も100万円、

賃借通信費については各年度30万円で全部で3年間ということを考えて

おります。 

 以上です。 

○金行委員長  久保委員。 

○久 保 委 員  なかなか全部は書きとれてませんけども、いずれにしましても新たに

事業をやりたいって思う人の背中を押すことにはなると思いますけれど

も、それには例えば特定創業支援事業の研修を受けてないといけないと

か、いうようなことを、じゃあ今やろう思うてもそれができないという

のもありますので、こういった制度をせっかく創設されたわけですから、

今から先、ことしやって、多分やめにはならないとなってほしくもない

ですし、そういう意味ではしっかりとＰＲをして事業の推進をしていた

だきたいということを要望しておきたいと思います。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 
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○兼村商工観光課長  先ほど少し説明を漏らしておりましたけれども、特定創業支援事業計

画、これ何で受けていただくかというとですね。実は、受けられたら法

務局へ登記をされる場合に、その登記料が半額で済むっていうメリット

があります。こういうことも含めまして、この制度要件の中に考えてお

りますけれども、今おっしゃられましたように、久保委員さんがおっし

ゃられましたＰＲも含めてしっかりといただきたいという御要望でした

けれども、そこについてもしっかりと考えていきたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

○金行委員長  ほかに質疑ありませんか。 

 水戸委員。 

○水 戸 委 員  1点、35ページで伺いたいのですが、観光振興に関する経費のところ

で、委託料とそれから負担金補助及び交付金、ずっとこう並んでますよ

ね。補助金ないしは委託料。委託の先はここではわからないにしても、

予定はあるんでしょうけども。この13節の委託料と19の負担金補助及び

交付金のそれぞれの事業の中で、委託契約書ないしは事業計画補助金交

付申請書、事業実績報告書、あるいは確定通知負担行為、それから支出

命令等の一連の事務処理が必要だと思うんですが、その事務処理が必要

でない事業がどこかにありますか。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  一連の事務処理が必要でない事業っていうのはございません。 

○金行委員長  水戸委員。 

○水 戸 委 員  ということは、先ほど冒頭申し上げましたように、一連の委託契約、

事業計画から補助金交付申請、最後の確定通知から支出命令書まで全部

そろっていないといけないし、事業計画あるいは事業実績報告書にはそ

れぞれの活動内容のわかるものが添付してなければいけないということ

の確認をさせていただくんですが、それでいいですね。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  はい。一連の書類は、当然とっていかなくてはいけないものだと認識

しております。 

○金行委員長  ほかに質疑ありますでしょうか。 

 下岡委員。 

○下 岡 委 員  33ページなんですけど、ネットショップの開設についての支援なんで

すが、条件はどのようなものかと、今何件ぐらいの補助を考えておられ

るか。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  要件は、ネットショップのまず研修を商工会のほうでやっておりまし

て、毎年度毎年度やっておりまして、このネットショップの研修会に参

加していただくっていうのが、まず最初の要件にはなろうかと思います

けれども。 

 それと、あとはですね、自分のところのサイトをまず新しく、本当に

新規で始めたいっていう人と、今あるネットショップを規模拡大をして
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いきたいというこの2パターンがあろうかと思うんですけれども、これ

はどちらでも構いません。新しくやられる場合でも、規模拡大をされる

場合でも、それは構いませんが、先ほど商工会のほうで研修を受けてい

ただく要件っていうのがありますって申し上げたんですけれども。 

 もう1個その中で審査会を、申請されると、審査会を開いております。

これは、専門家の方を交えた審査会をさせていただいておりまして、そ

の審査会で例えばその中で事業者の方にも来ていただいて、自分がどの

ようなことをネットショップで行いたいのか。どのような販売額、ある

いはアクセス数を目指すのかとかいう細々としたことを、この審査会の

中でプレゼンテーションをしていただきまして、専門家の方を交えて点

数をつけさせていただいております。その点数がある程度以上のもので

あれば、オーケーということにさせていただいております。これが要件

になります。 

 何件申請があったのかということですけれども、平成26年度は1件、

平成27年度は2件の申請がありました。これ26年度からの事業ですので、

今現在そういう状況でございます。 

 以上です。 

○金行委員長  ほかに質疑ありませんか。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  35ページのふるさと応援の会支援事業補助金378万5,000円。当初予算

は100万円組んであるんですが、合計で478万5,000円の中身をもう少し

詳しく説明をしていただきたいんですが。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  ふるさと応援の会の活動は、ふるさとを応援しようとする人たちで構

成されておりますけれども、この分の478万5,000円の内訳ですけれども、

それぞれの地区で活動を行っていただいております。 

 まず広島の活動助成として90万円。ふるさと応援の会関東の活動助成

として147万円。それと、このたびふるさと応援の会関西地区を設立し

ようということがありまして、そのための事業費として80万円。残りの

金額が施設の利用助成券でありますとか、施設の利用優待券の印刷、ま

た本部の活動のほうに回っております。 

 詳細について説明させていただきます。 

 収入の部で、会費が200万円、補助金として、先ほどからもあります

安芸高田市の補助金が478万5,000円、繰越金が4万3,798円、雑収入が6

万1,000円。 

 以上です。 

○金行委員長  青原委員。 

○青 原 委 員  今の478万円か、の内訳を詳細に言ってくれ言うとるんじゃけえ、金

額言ってくれりゃええじゃろ。 

○金行委員長  黒田商工観光課企業誘致・商工振興係長。 

○黒田商工観光課企業誘致・商工振興係長   ふるさと応援の会の478万5,000円の内訳でございますが、収入の部で
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会費、あるいは雑収入とございますので、それを入れまして支出の部を

計算しております。事務局運営費といたしまして135万円、スポーツ支

援事業、サンフレッチェのスポンサードゲーム等の応援で13万円、情報

発信事業、ホームページの管理運営費として19万5,000円、本部の総会

開催費として50万円、組織拡充事業費として1万円、先ほど御説明いた

しました地区活動支援事業費として317万円、施設の利用等事業費で110

万円、会員交流事業といたしまして、会員管理システムの構築を進めて

まいろうと考えておりますが10万円、予備費33万4,798円。合計が688万

9,798円の支出となりますけれども、その内数で478万5,000円の補助金

を計上しております。 

 以上でございます。 

○金行委員長  青原委員。 

○青 原 委 員  ここへ378万5,000円って書いてある。これの内訳を詳細に知らせてく

れって言いよるんです。わかってんない。事業収入は別に聞いとるわけ

じゃないし、どういうふうに使うんかいうのをきちっと。あるんでしょ、

そういう資料が。ないんですか。あるんであれば、後ほどでいいですか

ら提出してください。書くいうてもなかなか難しいけえね。 

○金行委員長  黒田商工観光課企業誘致・商工振興係長。 

○黒田商工観光課企業誘致・商工振興係長   当初の100万円と今回補正額の378万5,000円につきましての詳細につ

きましては、資料のほうを今持ち合わせておりませんので、後ほど御提

出をさせていただきたいと思います。 

○金行委員長  ほかに質疑ありませんか。 

 藤井委員。 

○藤 井 委 員  35ページの観光振興事業費の中で、いわゆる神楽上演事業委託料と大

都市プロモーション事業補助金というのが合わせて1,000万あるわけで

すが、これは東京神楽公演というふうに受けとめていいわけですか。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  神楽上演事業委託料は、先ほども少し説明いたしましたけれども、神

楽ごよみの作成等に係る経費を委託するものでございまして、大都市プ

ロモーション事業補助金につきましては、東京公演や東京をはじめ、大

都市、大阪でありますとか、を考えておりますけれども、それに係る経

費の補助金でございます。 

○金行委員長  藤井委員。 

○藤 井 委 員  今年度も東京公演をやられるいうことでしょうから。今回で6回目か7

回目になるんですかね。東京公演を継続して行われるいうことですが、

具体的な効果、本市において、そこらあたりを具体的にお答えいただけ

ればと思います。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  具体的な成果といたしましては、神楽東京公演は既に過去5回やって

おりますけれども、そのうち去年の場合で言いますと、首都圏からのツ

アーをやっております。これが、全部で日本空輸の関係が人数で言いま
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すと54人。首都圏からツアーで来ておられます。また、クラブツーリズ

ムの関係で、これもツアーしておりますけれども、全部で168人の方が

安芸高田市のほうに来られております。具体的な人数ということになり

ますと、成果ということになりますと、今の人数になりますけれども、

この事業目的といたしましては、地域の誇りの醸成ということもありま

して、自分のところの自分の近くの神楽団が東京へ行って舞うんじゃっ

ていう、すごいねっていうところの部分もございます。そこら辺も考え

ていかなくてはいけないと思っておりますが、具体的な人数ということ

になりますと、先ほどのことになります。 

 以上です。 

○金行委員長  藤井委員。 

○藤 井 委 員  地域の伝統芸能ということで、これも継承もしていかないといけない。

まあその推進ということも理解はできるんです。理解はできるんですが、

いわゆるこの東京公演で、前回過去にも質問させていただいております

が、これに対する予算ですよね。本市が組んでる予算と、それに伴って

東京公演するに当たって、いわゆる各種団体からの応援もあるわけです

よね。その各種団体というのは、いわゆる本市から助成金を出してる団

体。こういったところの支出も大きくあるわけなんですよ。で、過去に

こういった支出は幾らあるんですかとお伺いしたときには、それはわか

らないということなんですよね。だから、やっぱりどういうんですか。

6回目になるということでしたけども、こういった事業を推進していく

ためにはやっぱりそこらの検証をきちっと出して、市民に知らしめてい

くということが必要じゃないか思うんですよね。東京からのツアーで

168人ですか。来られた。じゃあ経済効果はどれぐらいあるのかという

ことも含めて、私はきちっと検証せんといかんだろうというふうに思う

んですが、そこらあたりどうでしょうか。 

○金行委員長  山平産業振興部特命担当部長。 

○山平産業振興部特命担当部長  大都市公演で、いわゆるこの間5回ほど、東京において本市の誇る伝

統芸能神楽をＰＲしてまいりました。この間、東京においてあえて行う

ということは、1つには全国へ発信をしていくということが大きな目的

でもございました。 

 5回の公演を重ねる中で、一つにはこのことを情報発信をし、全国か

ら安芸高田に誘客を図っていくという取り組みを進める中では、多様な

人材との交流というのもできましたし、そういう関係も構築していくこ

とができました。この伝統芸能については、多くの皆さんを魅了するも

のであるというものも再認識する中で、関東におけるテレビ等、そうし

た報道にも取り上げていただくということもありましたし、先ほども課

長のほうから説明しましたが、成田発の春秋航空、格安の航空機を活用

したツアー、そのほかいろいろなツアーが造成されていったということ

も効果でございます。詳細の数値について、つまびらかに検証をしてい

く必要があるというのは、もっともなことでございまして、その整理を
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進めていきたいというふうには思ってますけども。今回もこの取り組み

は継続をさせていただく中で、さらに多くの人々に安芸高田市をＰＲし、

誘客を図っていきたいと、こういうことで取り組んでまいりたいと思っ

ております。 

 少し申しおくれましたけども、昨年度は、企業の協賛も100万円余り

いただくという中で、応援の会等もいろいろな面で御協力、御尽力をい

ただいておりますが、今年度も東京の事業者、企業に向けてよくＰＲで

きるように、いろいろと条件整備もしていただいておるところでござい

ます。 

 先ほどから御質疑をいただいてます検証ということについては、当然

やっていかなくてはいけないというふうに認識しておりますので、また

整理をしましたら御報告をさせていただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○金行委員長  藤井委員。 

○藤 井 委 員  その検証は大体めどとしてはいつごろぐらいまでに考えておられます

か。 

○金行委員長  山平産業振興部特命担当部長。 

○山平産業振興部特命担当部長  決算期までには整理をしていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○金行委員長  藤井委員。 

○藤 井 委 員  本市の伝統芸能の一つである神楽、これを全国に発信していくいうこ

とも理解できるんですよ。しかし、この市民の中では、そういうことを

理解して、安芸高田市を全国にＰＲを発信してくれという方もいらっし

ゃいますし、何で東京で公演して地域の伝統芸能を多くの予算まで組ん

でやらんといけんのんかと、こういう人もおられるんですよ。 

 で、市長にお伺いしたいと思うんですけども、今まで5回公演してき

て、今年度6回目であると。この予算委員会、きのうから始まって、き

のうの冒頭に私は今回の肉づけ予算ということになった経緯というのは、

いわゆる市長選挙があったがためということで、その今回の選挙の総括

をどのようにされてますかという質問させていただいたら、総括的には

余り私の思ってる答弁というのはなかったと思うんですね。私は、今回

の市長選挙を見たときに、現職の市長と、それから新人の女性ですよ。

それから新人の若者という大きく違った視点での私は選挙であっただろ

うと。その結果、投票率が58％です。58％の投票率で、浜田市長が3選

当選されたんですけども、その得票率いうのは50％以下なんですね。と

いうことは、選挙で市民から負託を得て当選されたから、いわゆる今ま

での浜田市政の施策的なことを今回の予算も継続というものも結構ある

わけですわね。そこらをすべて当選したからやってもいいということに

は私はつながってこないんだろうというふうに思っております。 

 だからこそ、さっき申し上げたように、今まで行ってきた5回の東京

公演、これの検証をきちっとして、市民のほうへこういう効果があった
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んだと、経済効果もこうなんですと、地域の伝統神楽というものが全国

へ発信できたんだと、具体的なこういう検証を市民に説明する責任があ

る思うんです。そういう検証を通して、市民に説明し、市民も納得して

いただければ、私は東京どころか大阪でも関西系でも多分やられるんで

しょうけども、全国どこでもやられても私はいい思いますよ。だから、

やったらいけんいうことでなくして、そういう過去の検証をきちっと市

民に理解をしてもらうために、私は必要じゃないかと思うんですが、ど

うしでしょうか。 

○金行委員長  浜田市長。 

○浜 田 市 長  貴重な御意見でございますので、そのとおりでございます。神楽につ

きましては、非常に地域文化を支えてる神楽団の方も生きがいだと言っ

ておる方もおられるんですよ。ただ、御指摘のように、こんな金を使わ

んでもええと言われる方もおられるかもわかりません。このことについ

ては、責任をもって早い時期にこの費用対効果とかを市民に示して、ま

た御理解を得たいと思いますので、御理解してもらいたいと思います。 

 いろんな今スポンサーやってますけど、いろんな方が協賛していく、

してやろうと、スポンサーになってやろうと言われる方もたくさんおら

れます。ただ、全国的には神楽というのは、安芸高田市いうのは、いわ

ゆるグローバル化とか県外へうって出るには、市場の、今の時点ではパ

ラメーターだと思っています。このことを生かしていくことが、活性化

につながっていくと確信してますので、この成果というものをもう少し

市民にわかりやすくまた気にしていきたいと思っておりますので、御理

解をしてもらいたいと思います。 

○金行委員長  ほかに質疑ありませんか。 

 児玉委員。 

○児 玉 委 員  21ページの外郭団体運営指導事業費の件なんですが、たかみや湯の森

施設改修補助金、神楽門前湯治村施設改修補助金、この施設改修の中身

を具体的に教えていただきたいと思います。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  たかみや湯の森につきましては、Ａ油重油ボイラー等の補修の関係が

729万8,000円と、ガスサウナの制御基板交換で100万円。これ全体では

829万8,000円になりますけど、そのうちの800万円を補助するものとし

ております。 

 神楽門前湯治村につきましては、ガス漏れの改修で360万円、温泉の

露天風呂の壁改修で300万円、神楽ドームの老朽箇所の部分補修で650万

円、1,310万円のうち、1,300万円を補助するものでございます。 

○金行委員長  児玉委員。 

○児 玉 委 員  湯治村の神楽ドームは別にしましても、その修繕費のほうなんですが、

基金が今あるわけですね。湯の森で9,200万。湯治村で2,300万。この基

金の活用っていうのは考えられないんでしょうか。 

 今の湯の森で200万ぐらいの黒が出とるわけですね。そういったとこ
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ろから27年度でいうと黒字が出とるわけですけども、そういったところ

から考えると、そういったものを回したり、そういうことは考えられな

いんでしょうか。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  まず基金の件ですけれども、今回の両方の施設改修につきましては、

両方ともの基金を活用してやっていこうと思っております。 

 先ほども児玉委員さんおっしゃられました200万円の黒が出てる状況

があるんじゃなかろうかと。この200万円をこちらのほうにっていう御

質疑でございますけれども、まずこの200万円の黒を少し検証させてい

ただきますと、どちらかと言うと、未払い金の分もあったりしまして、

なかなか黒字の部分をすべて施設改修のほうに回していくっていうのは

なかなか難しい状況と認識しておりますので、御理解をいただければと

思います。 

○金行委員長  ほかに質疑ございませんか。 

 児玉委員。 

○児 玉 委 員  湯の森は、今の決算上から見ると黒が出とるということになりますか

ら、その補助のあり方の見直しをしたり、今賞与なんかも出されておる

わけですけど、こういった黒が出たときには、賞与を例えば出すとか。

今の補助金のあり方の仕組みを少し見直していく必要があるんじゃない

かと思うんですが、その辺いかがでしょうか。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  湯の森や湯治村についての御質疑、全般であろうかと思いますけれど

も、公の施設の管理方針の中で、御存じのように安芸高田市の公共施設

の面積の30％減が求められているということで、先ほど補助金のあり方

の検討っていう御質疑でありましたけれども、これらの施設につきまし

ては第3者を含めて検討委員会を設置して、施設の存続も視野に入れた

議論を行う時期に来てるんじゃなかろうかと考えておりますので、御理

解をいただければと思います。その中で、補助金のあり方等につきまし

ても少し議論が深めていけるんじゃないかと思っております。よろしく

お願いします。 

○金行委員長  児玉委員。 

○児 玉 委 員  次の質問で、さっきサテライトオフィスの誘致の話がありましたけど

も、これですね、サテライトで来られる方っていうのは、いろいろな部

署に関連するわけですよね。教育の問題、あるいは福祉の問題とか。そ

うすると商工観光課だけでこれ対応できる問題じゃなくて、いろいろな

部署にまたがるわけですね。そうすると、結局窓口を転々としてわから

んようになってしまってというような、お客さんが逃げていく可能性が

十分考えられるわけです。そういった意味でいうと、商工観光課が一つ

の窓口になってすべてを世話をすると、いうような考え方でよろしいん

でしょうか。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 
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○兼村商工観光課長  商工観光課が窓口で一本化っていうお話なんですけれども、今現在政

策企画課のほうでも定住のパンフレット、並びに定住に対しての地域お

こし協力隊員を雇用されておられます。窓口っていいますのは、そちら

のほうで相談されてうちのほうに来られるっていうのは、当然あるとは

思いますが。連携をして取り組んでまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いします。 

○金行委員長  児玉委員。 

○児 玉 委 員  過去の件から申せば、そこで非常に苦労されとるわけですね。申し込

みに来られても、教育の部分は教育の部分で子どもを連れてこうと思え

ば、これ教育委員会行かなあかん。そういうようなことで、安芸高田市

をあきらめた方もお見えになるんで、ぜひそこのところは今おっしゃる

ようにしっかりと連携をとっていただきたいと思います。 

 以上です。 

○金行委員長  ほかに質疑ありませんか。 

 玉重委員。 

○玉 重 委 員  35ページの神楽関係の質疑になるんですが、私も先ほど藤井委員が去

年もおっしゃったとは思うんですが、経済効果なり、費用対効果を検証

せにゃいけんと、いうのは去年も言われて、ことしに至っとると思いま

す。で、それはもう自分もそのとおりだと思いますし、神楽門前湯治村

の経営状況報告書にも内訳には、直接的経済波及効果とかいうのでいろ

いろ項目があって、2億1,661万2,000円の直接的経済波及効果がありま

すよ、いうのも出されておるわけですね。 

 そういったのも参考にして、それプラスふるさと応援の会もできて、

この何年間かで東京、関東圏からふるさと納税がゼロだったのが何ぼに

上がってきているとか、人数が何人の人がふるさと納税にかかわってく

れ出したとか、いろんな効果があると思うんですね。そこらをまあしっ

かり今藤井委員が言われたように、いろんな面であると思いますんで、

そういう広い範囲で今後はサテライトオフィス、市長が今回選挙で特に

これをふやすという上で、自分としてはこういう神楽通じて、ふるさと

応援の会ができて、そこから出世した方々に人脈広げて、サテライトオ

フィス、クラウドソーシング等につなげて雇用をふやすと。この3期目

がそういう今までの位置づけだと自分は受けとめておりますので、その

効果はまだ今から出てくると思うんですが、今言うたように、今出せる

範囲で出してもらうのと、この4年間で今度はサテライトオフィスと企

業誘致ができたというところまで、やっぱり商工観光課としても幅広い

視野でこの事業を予算つけて結果につなげていってもらいたいと思いま

す。 

 あと1点気になるのが、この神楽門前湯治村の分でも高校生の神楽甲

子園や神楽東京公演が定着し、いわゆる神楽でまちおこしは湯治村にと

っても大きな力となってますということで、一定の効果が出てるという

のは感じております。そして、集客数も若干ふえております。ただし、
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ここで特産品等販売強化事業委託料で305万ですか。ついとる中で、湯

治村だけじゃないんですが、売り上げ加工販売部門を見てみますと、伸

びとらんのですね。お客さんはふえとるんだけども、そういう販売、特

産品が予算づけされとる割には結果が出てない。そこらあたりがどう受

けとめてられるのかと、その辺をどういった形でいつごろまでに結果を

出していく予定なのか、その意思ですね、その辺をちょっとお伺いいた

します。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  叱咤激励含めて御質疑いただきましてありがとうございます。確かに

商工観光課、商工業の振興と観光業の振興という面で検証をして、経済

効果の検証をして市民の方に御説明を申し上げるっていう部分は、非常

に大事なことだと思っておりますので、先ほど部長が申し上げましたよ

うに、検証を急ぎたいと思います。 

 後半部分の特産品の販売力強化促進事業委託料、中身がどんなのか、

いつまでにやるのかという御質疑であろうかと思いますけれども。中身

は安芸高田市のお土産品を開発していきたいっていう思いがあります。

安芸高田市に来られた観光客の方が、確かにおまんじゅうでありますと

か、あるにはあるんですけれども、もっとアピールできるもの、そうい

うお土産品を開発していきたいと考えておりまして、事業者の方と連携

していかなくてはやっていけない部分もあるんですけれども、そのお土

産品の開発について少し今年度特に力を入れてやっていきたいと思って、

305万円を計上させていただきました。 

 これは、湯治村だけっていうわけではなくて、安芸高田市内全域につ

いて、お土産品の開発っていう部分を少し強化をしていきたいと考えて

おります。よろしくお願いします。 

○金行委員長  玉重委員。 

○玉 重 委 員  ぜひですね、お客さんもふえてはきとる、ただ販売額、消費額ですね。

がふえてない。いうことは特産品の魅力あるものができれば、売り上げ

も伸びていくし、またそういったものがふるさと納税のセット品の中に

盛り込んでいけるいろんなメリットも出てくるわけですね。そういった

観点から1個1個の事業が目標ありながら、最後は全体として先ほどから

言うように、観光全体として神楽を通じていろんな経済効果を出してい

くんだと。そして、少子化対策、人口減少に歯どめをかけるという一番

大きな目標を見失わずに頑張っていただきたいと思います。 

 ちょっと、ちなみに余談なんですが、自分としては神楽面のミニ版の

1,000円ちょっとの魔よけの神楽の面が好きなんですが。今ちょっと自

分が会社の者にはやらそうと思うて、いつも年が明けたら交通安全とか

神社にお守り買って車とかぶら下げとる思うんですが、今自分それを車

に魔よけと招福いう分で神楽面をルームミラーにぶら下げて、ちょっと

従業員にも展開させていこうかなと。毎年大体お守りとか更新するんで

ね。そういうのが定着づけば、ちょっと警察とかにはそれが許可問題が
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ないかちょっとわからんのですが、自分としては今会社とか近所の人に

そういった感じで神楽の面、1,000円ちょっとであって、魔よけとかそ

ういうのがあるんで、交通安全踏まえて、やってみたらどうかと。いっ

たら結構いいねいう人と、自分が乗っておったら、自分の顔と般若とよ

う似とるんでおもしろい言われるんですが、そういったことも付加価値

をつけながら、楽しみをあれしながらＰＲしていってもらえたらいいん

じゃないかと、いろんな発想があると思いますんで、しっかり頑張って

いただきたいと思います。 

○金行委員長  ほかに質疑ありませんか。 

 下岡委員。 

○下 岡 委 員  続いて、神楽のことを申し上げたいと思うんですけど、安芸高田市が

東京公演されたからかどうかわかりませんが、県外でも東京で神楽をす

るというのが新聞に出ておりました。入場券が6,000円ぐらいでやると

いうことになっていましたけど、それとかＮＨＫを見て滋賀県から2人

が高速道路を通ってきましたという話を聞かせていただいたり、神楽に

対するＰＲが先取りして安芸高田市がやった成果が出てるんじゃないか

と私は思っています。 

 そこで、ちょっとお聞きしたいんですけど、神楽に対しての予算がい

ろいろなところにされていますが、大体全部で幾らぐらいの予算になっ

ているのか。それから、神楽を支えておられる神楽団に対する1団体に

どれぐらいの補助をされて、まあ補助がないのかどうかちょっとわから

ないんですけど、わかれば教えていただきたいと思います。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  まず神楽に関する予算っていうのがどのくらい。観光振興事業費、今

回は一本化したことも含めて、少しわかりづらくなってるのでその御質

疑であろうかと思いますが。これにつきましては、神楽関係で、先ほど

も大都市公演とかも含めて、フォローアップ事業も含めて言いますと、

2,474万6,000円。神楽だけではございませんけれども、神楽がほとんど

の事業になっております。 

 そして、神楽団に対する補助金が幾らあるのかということでございま

すけども、神楽協議会に対しての補助金はございますが、各神楽団に対

しての補助金はございません。 

 以上です。 

○金行委員長  下岡委員。 

○下 岡 委 員  よかったら、考えられるのが、神楽団の皆さんが練習されているとこ

ろのほとりの草刈りとか、そういうところも本当汗びっしょりになって

やっておられる、活動されているので、少しはそういうところの補助金

ですか、お手伝いができればいいんじゃないかと、まあ要らないと言わ

れればどうかわかりませんけど、そういうところも目を配っていただい

たらどうかと思いますが。やっぱりこういう神楽を市のほうでやるとす

ると、やっぱり神楽団の支えがあってこその東京神楽にしても、神楽の
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甲子園についても、そういうところのひたむきな支えがあってこそだと

思いますので、その辺を考えていただきたいと思います。 

○金行委員長  兼村商工観光課長。 

○兼村商工観光課長  貴重な御意見ありがとうございます。なかなか市全体の財源が厳しい

中で、各団へ対してっていうのはなかなか難しい面もあろうかとは思い

ますけれども、神楽協議会のほうも通じまして、少し検討させていただ

ければと思います。 

○金行委員長  ほかに質疑ありませんか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  私も神楽のことなんですけれども、検証という話も出ておりましたが、

詳しく検証するまでもなく、東京神楽の公演が地元に直接的な経済効果

が余りないというのはわかっておるんですね。間接的に知名度を上げて

きたっていうのは確かにあります。 

 先ほどありましたように、神楽門前湯治村の状況を見れば、あれだけ

のことがあっても収益が上がるような形になってないという。まあ経営

の問題もあるでしょうけども。検証も当然されるということですから、

しっかりしていただきたいが。 

 検証と同時に発想を変えるということも、この際必要じゃないかと思

うんですよね。1,000万近いお金を使うということになれば、極端な話

をすればそれだけの旅費補助でも出して、まず安芸高田市に来ていただ

く。そういった仕組みづくりをすることによって、先ほどの産品の売り

上げにつながっていったり、宿泊費として経済効果が出たり。当然農産

物の消費にもつながるわけですね。そういった仕組みづくりの発想を変

えてく。 

 東京公演の5回というのは非常に大きな影響、プラス面はあったと思

うんです。それは評価をさせていただくんですが、この時期にきて、ど

のようにこれを逆に展開をしていくかという時期にきておるんかなとい

う気がするんですね。東京にあっても、やり方次第ではお金をかけずに、

ある程度産品とつなげて販売できるような場所もあるんですね。そうい

ったところをしっかり知ってる人は知っておると思いますから、検討の

中に入れながら、やり方を変えていく。そういったことも検討しながら、

とにかく安芸高田市に来ていただくということが発想として必要じゃな

いかなと。検証の中でそこらを考えていただきたいと。 

 神楽甲子園は、こちらへ来ていただくんですから、全国から来ていた

だくんですから、情報発信にもなりますし、経済効果もありますし、今

回その大きな成果として、ＮＨＫが取り上げてくれたということになっ

てますから。そういった形でやはり実のあるような形にしていくという

のが、やはり皆さんの力じゃないかなと思うんでね。せっかくの市長の

発想をしっかり生かすということは、現場のほうがしっかりそういった

検証をするということで生かしていくという展開につなげるべきじゃな

いかと思いますので、そういった考え方について、部長も含めて幹部の
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皆さん特にきょう座っておられますから、そういう発想されるべきじゃ

ないかと思いますが、いかがでしょう。 

○金行委員長  山平産業振興部特命担当部長。 

○山平産業振興部特命担当部長  この間、神楽と毛利元就ということで、これを活用した施策を展開し

てきました。とりわけ神楽については、御承知いただきますように、多

くの人々を魅了するということでは、初めて見た方もこの神楽に引きつ

けられるということで、そういう検証いいますか、実態も踏まえながら、

この間重ねてまいりました。 

 東京公演、神楽甲子園、これらが大きな取り組みでありますけども、

そうした一連の取り組みを進める中で誘客の促進も図ってこられたとい

うふうに考えておりますし、また知名度の向上にもつながっておるとい

うふうに考えております。とりわけ、東京公演につきましては、知名度

向上というのは大きな目的でもありましたし、全国へ発信するというこ

とで先ほども申しましたけども、関東圏、いわゆる中部以東からの誘客

というのは、この取り組みを進める前と26年度の数値だったと思います

けども、比較して1.6倍という状況がございました。先ほども申しまし

たが、ツアーの造成等々、これまでになかったそういう取り組みも民間

のほうで進めていっていただいたということも大きな成果であるという

ふうにとらえております。 

 ただ、そのことがすぐ例えば神楽門前湯治村の観光客数に反映してい

ったかどうかという部分については、もう少し私ども検証していく必要

があろうと思いますし、施設の経営ということについても、経営者のほ

うとも議論を重ねていきたいというふうに思います。 

 なお、先ほども課長のほうからそうはいっても市全体で公共施設、延

べ床面積30％減じていくという大きな課題もある中で、やはり内部だけ

でなしに、いろいろな意見を聞かせてもらう中で、そういう議論も必要

であるというふうに考えております。多くの人々に来村していただき、

あるいは湯の森にしてもそうですけども、来場者をふやして観光消費額

うんと伸びていくということになれば一番いいんですけども。まあその

ことも大事ですが、やはりこれらの施設については市の観光振興を進め

る上で、大変大切な施設でもありますし、地元に対しての先ほど玉重委

員さんのほうからもございましたけども、経済波及効果等々もあります。

文化の伝統芸能の伝承というものも大きな取り組みの目的の一つでもあ

りますので、この辺も含めながら今後また検討してまいりたいと思って

おります。 

 東京公演につきましては、5回を重ねております。神楽甲子園もそう

ですけども、この5回のスパン、一つのスパンとして、また改善できる

ところは改善をし、できるだけ市の持ち出しが軽減できる形の中で、効

果を発揮していきたいというふうに考えておるところでございます。 

 終わります。 

○金行委員長  熊高委員。 
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○熊 高 委 員  ＪＲ三江線は、乗って残そうというキャッチフレーズで今いろんな形

で取り組んでますけども、安芸高田市の神楽は来てもらって残そう、そ

んな感じにつなげていく必要があると思うんですね。広島あたりでも随

分公演もありますし、神楽そのものの知名度は、安芸高田市が発信した

ことによって随分上がってきたんですね。 

 よそに取られちゃいけんとは言いませんけども、やはり安芸高田市に

行ってみたいと、ここでないと見れん神楽があるよと、そこでないと味

わえん雰囲気がありますよというのが、安芸高田市が発信したことに意

味が出てくるんだと思うんですね。そういう知恵をしっかり出せば、こ

の5年の経過というのは生かせるし、生かさにゃいかんと思うんですよ。 

 そういった視点でしっかり知恵を出すつもりで、この予算を有効に使

うような形で、まだ時間ありますからしっかり考えていただきたいと思

います。 

 以上です。 

○金行委員長  ほかに質疑はありますか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって商工観光課に係る質疑を終了いたしま

す。 

 続いて、農業委員会事務局に係る補正予算について説明を求めます。 

 沢田農業委員会事務局長。 

○沢田農業委員会事務局長  それでは、農業委員会における補正予算について、予算書によって説

明をさせていただきます。 

 予算書の27ページをお願いいたします。 

 6款農林水産業費、1項農業費、1目農業委員会費でございます。農業

委員会の運営に要する経費として、630万6,000円でございますが、農業

委員会等に関する法律の改正に伴い、9月から農地利用最適化推進委員

を設置することになりましたので、この報酬不足分の615万3,000円と旅

費、需用費を計上させていただきました。 

 農業委員会は、以上でございます。 

○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって農業委員会事務局に係る質疑を終了い

たします。 

 これより、産業振興部・農業委員会事務局全体に係る質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって全体の質疑を終了し、産業振興部・農

業委員会事務局の審査を終了します。 

 ここで、13時まで休憩といたします。 
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   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時５８分 休憩 

      午後 １時００分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○金行委員長  休憩を閉じて、再開します。 

 これより、建設部・公営企業部の審査を行います。 

 初めに補正予算の概要について説明を求めます。 

 伊藤建設部長。 

○伊藤建設部長  それでは、平成28年度一般会計補正予算（第1号）のうち、建設部が

所管しております主要事業の概要について、説明させていただきます。 

 予算資料の3ページをごらんください。 

 №1移住定住の促進では、上から4段目になりますが、空き家対策事業

として、空き家活用等専門スタッフの配置、空き家を活用するための改

修補助と、新規に危険空き家の解体補助を計上しております。 

 その下の子育て世帯や婚活世帯が住宅を取得するための事業として、

新築等補助金と団地購入補助金、また新規に空き家購入補助金を骨格予

算と合わせて計上しております。 

 続いて、№2生活基盤の整備では、上から6段目となります。地域高規

格道路、東広島高田道路推進事業として、骨格予算と合わせ1,221万円

を計上しております。 

 1段飛びまして、主要市道改良事業では、勝田根之谷線ほか市道の整

備改良事業費を骨格予算と合わせ、計上しております。 

 次に、5ページをお願いいたします。 

 安心して暮らせるまちづくりへの挑戦ということで、№7安全・安心

のための活動では、3段目となりますけども、№1の移住定住の促進にも

掲げておりましたが、空き家対策事業の危険空き家解体補助を計上して

おります。 

 続いて下段になります。 

 №9のインフラの安全確保では、公共施設配置適正事業として、八千

代町勝田の中山住宅の解体と高田工業団地の処理場の解体費用を計上し

ております。また、公共施設改修事業として、向原駅多目的施設エレベ

ーター更新費用と、常友住宅手すり補強工事の費用を計上しております。 

 以上が主な概要でございます。 

 各課の詳細な予算につきましては、予算書に基づきまして、各担当課

長より説明をさせていただきます。 

○金行委員長  続いて、管理課に係る補正予算について、説明を求めます。 

 小野管理課長。 

○小野管理課長  それでは、平成28年度補正予算に係ります管理課所管の主な事業の歳

出について御説明をいたします。 

 補正予算書の16、17ページをお願いいたします。 

 2款総務費、1項総務管理費の7目企画費のうち、説明欄中段のＪＲ線
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対策事業費3,290万円は、向原駅多目的複合施設のエレベーター老朽化

による更新を行うものでございます。このエレベーターは、使用開始後

29年目を迎えるエレベーターで、本年の9月末には部品供給が停止され、

今後の維持管理、修繕が困難になること、また経年劣化による安全性の

低下を防ぐためにエレベーターの更新を行うものでございます。 

 続きまして、34、35ページの下段をお願いをいたします。 

 8款土木費、1項土木管理費、1目土木総務費のうち、土木総務管理費、

次のページの上段をお願いいたします。説明欄の建築物土砂災害対策改

修促進補助金の151万8,000円は、土砂災害防止法による土砂災害特別警

戒区域と呼ばれる地域にある家屋に対し、みずからが土砂対策を行おう

とするものに対し、補助を行うものです。安芸高田市における特別警戒

区域は、現在調査が済んでいるものの中で、吉田町の吉田高校から三次

方面へ山沿いに行き、国道54号線との間でしんしん吉田店の前方付近ま

での地区で、関係戸数といたしましては22戸が該当をしております。補

助対象工事の上限の限度額につきましては、330万円で補助率は工事費

の23％、補助限度額75万9,000円を2件分で151万8,000円を見込んでおり

ます。 

 次に、説明欄の中段にあります、道路管理に要する経費の生活道舗装

補助金100万円は、生活道の舗装が他の事業で行うことができないもの

に対し、補助を行うものでございます。1件の上限が50万円で2件分の予

算を計上させていただいております。 

 以上で、管理課所管の補正予算の説明を終わります。 

○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

 久保委員。 

○久 保 委 員  17ページのＪＲ線対策事業費ですが、エレベーターの更新という説明

がございましたが、これの現在あるエレベーターについてのことなんで

すけど、その管理については、管理というか、時間的なこととかそうい

う要望のつなぎとかそういう窓口は管理課という理解でよろしいでしょ

うか。 

 エレベーターが朝行くときも、早ければ、要するに駅員の方が来られ

てかぎを開けて使えるようにして、帰るときには閉めるということで、

要は朝早い時間だったり、遅い時間に帰ってきたときには、エレベータ

ーの1という電気はついとるんですけど、実際に乗れないわけですよ。

エレベーターホールは開くんですけど、前に立って押しても動かない。

これは電気代の節約になるかどうかわかりません。安全上があるんかも

しれんですけども、いやここから荷物を持って階段おりんでもええわと

思ってもかなわんわけですよ。エレベーターがあるのに乗れない。上が

るのも同じ状況があるんですが、そこらへの善処について、窓口を間違

うとって言うたところが違うかもわかりませんが、あちこちで言わせて
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いただいて、いまだもって改善がなされてないんですけど、これは今の

工事をやりかえられることによって、をいい機会にせんでも今すぐでも

いいんですけど、改善の要望を、開けていただく要望っていうのはでき

ないんでしょうか。 

○金行委員長  小野管理課長。 

○小野管理課長  現在のエレベーターにつきましては、今おっしゃられたとおり、駅員

さんの管理におりまして、平日は6時50分から夕方は7時まで。土日につ

きましては、7時50分から夕方は6時までということで、駅員さんの鍵管

理により稼働の管理をしております。 

 今回の更新するエレベーターにつきましては、今度はタイマー管理と

いうことが可能になってまいりますので、それにつきましては今のＪＲ

の稼働する時間帯に合わせて、タイマー管理をするということが可能に

なってまいります。 

 以上です。 

○金行委員長  久保委員。 

○久 保 委 員  具体的な工事の期間というのは、いつからなんでしょうか。というこ

とは、例えばそれまでっていうのは、今のまんま。鍵をかけんにゃいい

話じゃし、どこかにほかのところお願いされればいい話だし、そがに難

しいこと言いよるかないう気がするんですけど、何遍もお願いしてもで

きないというのがどうも理解ができん。私もそういう声も聞いてまして、

私自身も経験をしておりまして何回か申し上げてるんですが、そんなに

難しいことなんでしょうか。 

○金行委員長  小野管理課長。 

○小野管理課長  この辺の理由につきましては、詳しいところは申しわけないですが、

聞いておりませんけども、実際に夜中に対して管理ができない時間帯に

おいて稼働するときについて、その安全性とか、ここには若者も結構来

るということがございまして、そういった関係のいたずらとかがあると

いうふうなことも聞いておりますので、実際に人が管理できる時間帯に

ついて、管理をしていくものだろうというふうに考えております。 

 しかしながら、今もございました通り、お客様が大きな荷物を持って

おりることにつきましては、大変な苦労を伴うということにつきまして

は理解できます。そういうことにつきましては、これから先そういった

ことができるかということについては、考えてまいりたいと思います。 

 また、新たにできますエレベーターにつきましては、設置期間がおお

むね発注から3カ月程度でできるというふうには聞いております。とい

いますので、この間につきまして、その間までの対応の話となりますが、

体制についてできることは考えていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○金行委員長  ほかに質疑ありますか。 

 下岡委員。 

○下 岡 委 員  先ほどと同じ質問なんですけど、更新されるメーカーの選定はどのよ
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うにされたんですか。 

○金行委員長  小野管理課長。 

○小野管理課長  現在設置をしておりますエレベーターですね。東芝製のエレベーター

が入っております。ですので、現在東芝製のエレベーターの中で、同じ

く現在ついてる扉とかそういったものの共用ができる部分もかなりござ

います。といいますので、実際問題できるだけ安価に施工しようと思え

ば、共用できる部分が可能な東芝製のものを使えばいいんじゃなかろう

かというふうに現在は考えております。 

 以上です。 

○金行委員長  ほかに質疑ありますでしょうか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって管理課に係る質疑を終了いたします。 

 次に、住宅政策課の予算について、説明を求めます。 

 行森住宅政策課長。 

○行森住宅政策課長  それでは、住宅政策課が所掌します歳出予算の概要について、補正予

算書の右側説明欄により御説明をいたします。 

 39ページをごらんください。 

 8款、5項、1目、説明欄で公営住宅の管理に要する経費、住宅管理費

の599万8,000円は費目の組みかえでございます。 

 同じく、2目、説明欄、市有住宅の管理に要する経費、市有住宅管理

費の1,000万円は雇用促進事業団から譲渡を受けた市有吉田常友住宅の

手すりの補強工事として、設計委託料50万円、工事請負費950万円を計

上しております。 

 同じく、3目、説明欄、公営住宅の建設に要する経費、住宅建設費の

4,830万2,000円の主なものにつきましては、1節でございます。報酬320

万4,000円、空き家の利活用を図るために専門の活用スタッフ2名の7月

から来年3月まで9カ月分の人件費でございます。 

 13節委託料の210万円は住めーる補助金業務に150万円、老朽化した市

営中山住宅の解体工事の設計に要する経費60万円でございます。 

 15節の工事請負費2,240万円は、市営中山住宅2棟4戸の解体工事費と

して440万円。及び居住環境の整備として、市営の殿前住宅9棟18戸でご

ざいますが、水洗化の整備に要する工事請負費1,800万円でございます。 

 19節の負担金補助及び交付金でございますが、若者世帯等の移住定住

を促進するため、良質な宅地や持ち家の取得等に対する支援として、子

育て・婚活住宅新築補助金375万円、定住団地購入補助金185万9,000円、

及び持ち家の改修支援としまして、安全・安心・住環境リフォーム補助

金500万円を計上しております。 

 41ページをお願いいたします。 

 右側上段2行目からになりますが、今年度新たな制度としまして、空

き家の適正管理や活用の促進を図るため、老朽住宅の解体除却補助金

300万円、及び空き家購入補助金305万円をそれぞれ計上しております。 
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 以上で、住宅政策課の説明を終わります。 

○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  41ページのですね、老朽住宅解体除去補助金、これは上限額があるん

ですか。 

○金行委員長  行森住宅政策課長。 

○行森住宅政策課長  上限額は、事業費の3分の1で上限額を30万円ということにしておりま

す。 

 以上です。 

○金行委員長  ほかに質疑ありますか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって住宅政策課に係る質疑を終了いたしま

す。 

 次に、建設課に係る補正予算について、説明を求めます。 

 蔵城建設課長。 

○蔵城建設課長  それでは、建設課に係ります補正予算の概要について御説明させてい

ただきます。 

 予算書の34、35ページをお願いいたします。 

 8款土木費、1項土木管理費、1目土木総務費でございます。 

 1枚開いていただきまして、36、37ページをお願いします。 

 説明欄上段の地域高規格道路対策費として、1,209万円を計上してお

ります。東広島高田道路、吉田側の下流排水対策事業でございます。主

なものとしましては、15節工事請負費769万9,000円、17節公有財産購入

費200万円、22節補償補填及び賠償金200万円は、電柱の移転補償費でご

ざいます。 

 続きまして、中段の2項道路橋梁費、3目道路新設改良費でございます。

道路の新設及び改良に要する経費でございます。骨格予算に早期着手が

必要な路線、市道勝田根之谷線、道越多治比田線、柳原線を計上してお

ります。補正予算で継続路線の8路線、市道東沖原線中学校橋、宮之城

南田線可愛橋、高地長屋線、勢違築地線、割石2号線、本郷線、新屋郷

常楽寺線、上小原陰地線の市道改良事業費1億4,967万円を計上しており

ます。 

 主なものとしまして、13節委託料1,700万円は測量、調査設計、用地

建物調査等の委託料でございます。 

 15節工事請負費8,320万円は、7路線に係る工事費。 

 17節公有財産購入費1,300万円は、3路線に係る土地購入費。 

 22節補償補填及び賠償金3,627万円は、3路線に係ります建物、電柱等

の移転補償費でございます。 

 次に、その下、3項河川費、4目河川改良費でございます。河川改良に
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要する経費としまして、978万7,000円を計上しております。継続で実施

しております普通河川南合川の改良経費でございます。主なものとしま

して、15節工事費750万円。 

 22節補償補填及び賠償金200万円は、電柱の移転補償費でございます。 

 以上で、建設課に係る補正予算の説明を終わらせていただきます。 

○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって建設課に係る質疑を終了いたします。 

 次に、上下水道課に係る補正予算について、説明を求めます。 

 平野上下水道課長。 

○平野上下水道課長  それでは、上下水道課、下水道関係分の補正予算につきまして要点の

御説明をさせていただきます。 

 補正予算書の26ページ、27ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、4款衛生費、2項清掃費、2目し尿処理費2,175万

円の増額でございますが、説明欄をごらんください。高田工業団地処理

場管理費、12節役務費804万円の増額、13節委託料61万円の増額、また

15節工事請負費1,310万円の増額は、高田工業団地処理場内の管理棟解

体及びマンホール閉塞工事等によるものでございます。 

 続きまして、38ページ、39ページをお願いいたします。 

 8款土木費、1項土木管理費、2目公共下水道費、28節繰出金、説明欄

の特定環境保全公共下水道事業特別会計繰出金1,080万円の増額は、特

別会計の補正によるものでございます。 

 以上で、上下水道課下水道関係分の要点の説明を終わります。 

○金行委員長  高藤上下水道課特命担当課長。 

○高藤上下水道課特命担当課長  続いて、水道関係にかかわります補正予算について御説明いたします。 

 予算書の24ページ、25ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、4款衛生費、1項保健衛生費、4目環境衛生費、

28節繰出金663万4,000円の増額につきましては、簡易水道事業特別会計

の補正によるものでございます。 

 以上でございます。 

○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって上下水道課に係る質疑を終了いたしま

す。 

 これより、建設部全体に係る質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 
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○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって全体の質疑を終了し、建設部に係る一

般会計予算の審査を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後 １時２３分 休憩 

      午後 １時２３分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○金行委員長  休憩を閉じて、再開いたします。 

 ここで、議案第55号の審査を一時中止し、建設部に係る特別会計・公

営企業会計予算の審査に移ります。 

 議案第57号「平成28年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別

会計補正予算（第1号）」の件を議題といたします。 

 要点の説明を求めます。 

 伊藤建設部長。 

○伊藤建設部長  それでは、特別会計等議案に入ります前に、予算資料に基づいて、概

要を説明させていただきます。 

 予算資料の3ページをお願いいたします。 

 下段になりますけども、№2生活基盤の整備の下から3つ目になります

が、下水道長寿命化実施業務につきましては、安芸高田市特定環境保全

公共下水道事業特別会計におきまして、昨年度実施しました向原浄化セ

ンター施設の機能診断調査をもとにした長寿命化のための設計業務を計

上しております。 

 次に、安芸高田市簡易水道事業及び公営企業水道事業についてでござ

いますけども、骨格予算になりますが、重点事業の水道未普及地域解消

事業、美土里町矢賀、横田の未給水区域の解消事業を継続するとともに、

肉づけ予算として水道ビジョン策定業務を債務負担行為の補正を計上し

ております。 

 以上で、上下水道課の全体の概要を説明させていただきました。 

 これからは、個別の議案について説明をさせていただきます。 

○金行委員長  平野上下水道課長。 

○平野上下水道課長  それでは、要点の御説明をさせていただきます。 

 10ページ、11ページをお願いいたします。 

 歳入についてでございますが、1款分担金及び負担金、1目負担金、1

節工事負担金810万円の増額は、向原処理区の県道吉田豊栄線交通安全

施設工事に伴います県の下水道管移設工事負担金でございます。 

 3款繰入金、1節一般会計繰入金1,080万円の増額は、歳入及び歳出の

補正によるものでございます。 

 6款市債、1節公共下水道事業債780万円の増額は、施設建設費の補正

によるものでございます。 

 7款国庫支出金、1節特定環境保全公共下水道事業国庫補助金1,620万

円の増額は、施設建設費の補正によるものでございます。 
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 続きまして、12ページ、13ページをお願いいたします。 

 歳出についてですが、2款施設費、1目施設建設費、説明欄、施設建設

費の13節委託料3,380万円の増額は、向原浄化センター長寿命化実施設

計及び県道吉田豊栄線交通安全施設工事に伴います下水道管移設工事の

調査設計委託料でございます。 

 15節工事請負費910万円の増額は、県道吉田豊栄線交通安全施設工事

に伴います下水道管移設工事によるものでございます。 

 4ページをお願いいたします。 

 地方債の補正につきましては、その限度額を780万円増額し、7,010万

円とするものでございます。 

 以上で、要点の説明を終わります。 

○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって議案第57号「平成28年度安芸高田市特

定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）」の審査を終了

します。 

 続いて、議案第58号「平成28年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補

正予算（第1号）」の件を議題といたします。 

 要点の説明を求めます。 

 高藤上下水道課特命担当課長。 

○高藤上下水道課特命担当課長  要点の御説明をいたします。 

 予算書10ページ、11ページをお願いいたします。 

 歳入でございますが、1款分担金及び負担金、1目負担金、1節工事負

担金710万円の増額は、向原給水区の県道吉田豊栄線交通安全施設工事

に伴います県からの水道管移設工事負担金でございます。 

 次に5款繰入金、1目一般会計繰入金663万4,000円の増額は、歳入及び

歳出の補正に伴うものでございます。 

 12ページ、13ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、1款総務費、1目一般管理費、13節委託料400万

円の増額は、平成28年度から平成30年度までの債務負担行為で実施を予

定しております水道ビジョン策定業務委託料、平成28年度分の年次割額

でございます。 

 次に、2款施設費、1目施設建設費、11節需用費4万4,000円の増額、13

節委託料129万円の増額及び15節工事請負費840万円の増額は、県道吉田

豊栄線交通安全施設工事に伴う水道管移設工事によるものでございます。 

 次に、4ページをお願いいたします。 

 債務負担行為の補正でございますが、安芸高田市水道ビジョン策定業

務につきまして、債務負担行為の事項を追加するものでございます。 

 以上、要点の説明を終わります。 
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○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって議案第58号「平成28年度安芸高田市簡

易水道事業特別会計補正予算（第1号）」の審査を終了します。 

 続いて、議案第59号「平成28年度安芸高田市水道事業会計補正予算

（第1号）」の件を議題といたします。 

 要点の説明を求めます。 

 高藤公営企業部特命担当課長。 

○高藤公営企業部特命担当課長  要点の御説明をいたします。 

 予算書8ページをお願いいたします。 

 収益的収入及び支出の支出でございますが、1款事業費、1項営業費用、

4目総係費、10節委託料600万円の増額は、安芸高田市水道ビジョン策定

業務を増額するものでございます。 

 次に、2項営業外費用、2目消費税及び地方消費税、1節消費税及び地

方消費税44万4,000円の減額は課税支出が増額したことにより、消費税

納付額を減額するものでございます。 

 4項予備費、1目予備費、1節予備費555万6,000円の減額は、補正に伴

う歳出調整額でございます。 

 次に、4ページをお願いいたします。 

 安芸高田市水道ビジョン策定業務について、債務負担行為の事項を追

加するものでございます。 

 以上で要点の説明を終わります。 

○金行委員長  以上で説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○金行委員長  質疑なしと認め、これをもって議案第59号「平成28年度安芸高田市水

道事業会計補正予算（第1号）」の審査を終了します。 

 以上で、建設部に係る特別会計・公営企業会計予算の審査を終了しま

す。 

 ここで、執行部退席のため、暫時休憩します。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後 １時３４分 休憩 

      午後 １時３５分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○金行委員長  休憩を閉じて、再開します。 

 これより、議案第55号「平成28年度安芸高田市一般会計補正予算（第

1号）」の件から、議案第59号「平成28年度安芸高田市水道事業会計補

正予算（第1号）」の件までの5件について、討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

  〔討論なし〕 

○金行委員長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、採決を行います。議案第55号「平成28年度安芸高田市一般

会計補正予算（第1号）」の件から、議案第59号「平成28年度安芸高田

市水道事業会計補正予算（第1号）」の件までの5件を、一括して起立に

より採決いたします。 

 本案5件は、原案のとおり決することに、賛成の諸君の起立を求めま

す。 

  〔起立多数〕 

○金行委員長  起立多数であります。よって、本案5件は、原案のとおり可決するべ

きと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました案件の審査は、全て終了いたしま

した。 

 なお、委員会報告書の作成については、皆さんから御意見等がありま

したら、お願いします。 

  〔なし〕 

○金行委員長  それでは、「委員会報告書」の作成については、正副委員長に御一任

いただきたいと思いますが、これに御異議ございませんでしょうか。 

  〔異議なし〕 

○金行委員長  御異議なしと認め、さように決定いたします。 

 次に、「閉会中の継続審査について」お諮りします。 

 本委員会の所管事務につきましては、審査の必要性が生じた場合は、

閉会中においても、審査を行いたいと考えますが、これに御異議ござい

ませんでしょうか。 

  〔異議なし〕 

○金行委員長  御異議なしと認め、さように決定いたしました。 

 なお、所管事務の審査は、会期中が原則でありますので、会議規則第

109条の規定により、議長に閉会中の継続審査を行う旨の申し出を行い

たいと思います。 

 以上で、「閉会中の継続審査について」を終了いたします。 

 以上をもって、第10回予算決算常任委員会を閉会します。 

 御苦労さまでございました。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後 １時３８分 閉会 

 


